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夢と笑顔あふれる「豊かで住みよい文化の町」

●第５回定例議第５回定例議会会  Ｐ２・３Ｐ２・３
●議 会 だ よ議 会 だ よ りり  Ｐ６・７Ｐ６・７
●国体、阿武町大会国体、阿武町大会  Ｐ８・９Ｐ８・９

●第５回定例議会 Ｐ２・３
●議 会 だ よ り Ｐ６・７
●国体、阿武町大会 Ｐ８・９

阿武町で“君の一生けんめい”に出会えた阿武町で“君の一生けんめい”に出会えた
おいでませ！山口国体・障害者ソフトボールを開催おいでませ！山口国体・障害者ソフトボールを開催
阿武町で“君の一生けんめい”に出会えた
おいでませ！山口国体・障害者ソフトボールを開催



2

一
般
質
問

　

本
定
例
会
の
一
般
質
問
に
は
、

２
人
の
方
か
ら
次
の
４
項
目
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
、
町
長
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
答
弁
が
さ
れ
ま
し
た
。

質
問
者
及
び
内
容

☆
長
嶺
吉
家
議
員

○
阿
武
町
敬
老
の
日
大
会
に
つ
い

　

て
○
山
陰
自
動
車
道（
益
田
〜
萩
間
）

　

の
早
期
着
工
に
つ
い
て

☆
清
水
教
昭
議
員

○
新
し
い
高
齢
者
像
の
取
り
組
み

　

に
つ
い
て

○
有
害
鳥
獣
駆
除
の
現
状
と
取
り

　

組
み
に
つ
い
て

※
な
お
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

　

議
会
だ
よ
り
（
６
Ｐ
）
に
掲
載

　

し
て
い
ま
す
。

地
方
自
治
法
第
96
条
第
２
項
の

規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
す
べ

き
事
件
を
定
め
る
条
例

　

定
住
自
立
圏
構
想
に
お
け
る

　
「
定
住
自
立
圏
形
成
協
定
」
を
締

結
す
る
に
あ
た
り
議
会
の
議
決
を

要
す
る
た
め
、
議
決
事
件
を
定
め

る
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
、
原

案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
個
人
住
民
税
の
寄
附
金
税
額

控
除
の
対
象
法
人
を
条
例
で
定
め

る
こ
と
が
出
来
る
等
の
改
正
で
、

原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
災
害
弔
慰
金
の
支
給
等

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　

災
害
弔
慰
金
の
支
給
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
支

給
対
象
と
な
る
遺
族
の
範
囲
を
被

害
者
の
同
居
の
兄
弟
姉
妹
ま
で
拡

充
す
る
改
正
で
、
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
こ
ど
も
館
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

　

現
在
整
備
中
の
阿
武
町
こ
ど
も

館
の
設
置
及
び
管
理
条
例
の
新
規

制
定
で
、
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

阿
武
町
使
用
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

阿
武
町
こ
ど
も
館
の
設
置
に
伴

い
阿
武
町
研
修
セ
ン
タ
ー
を
廃
止

し
、
こ
れ
に
伴
う
使
用
料
条
例
の

一
部
改
正
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

重
複
地
番
解
消
の
た
め
の
山
地

番
変
更
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

理
に
関
す
る
条
例

　

土
地
の
重
複
地
番
解
消
の
た
め

の
山
地
番
変
更
に
伴
い
、
位
置
等

に
山
地
番
を
使
っ
て
い
る
施
設
等

に
関
す
る
５
つ
の
関
係
条
例
の
整

理
で
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

町
道
汐
入
野
地
線
道
路
新
設
事

業
に
伴
う
山
陰
本
線
奈
古
駅
構

内
岡
田
橋
高
架
橋
（
仮
称
）
工

事
の
平
成
23
年
度
契
約
の
締
結

に
つ
い
て

　

奈
古
駅
構
内
岡
田
橋
高
架
橋
工

事
の
Ｊ
Ｒ
西
日
本
へ
の
委
託
工
事

契
約
の
締
結
で
原
案
ど
お
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

阿
武
町
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

　

竹
内
英
人
氏
と
水
津
幹
男
氏
の

任
期
満
了
に
伴
う
後
任
委
員
の
任

命
が
提
案
さ
れ
、
竹
内
英
人
氏
は

再
任
、
ま
た
水
津
幹
男
氏
の
後
任

に
伊
藤
敬
久
氏
（
宇
田
中
央
）
の

新
任
同
意
が
さ
れ
ま
し
た
。
任
期

は
３
年
で
す
。

平
成
23
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

補
正
予
算（
第
２
回
）

　

今
回
の
補
正
額
は
、
４
０
１
２

万
７
０
０
０
円
の
増
額
で
、
補
正

後
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、

28
億
３
６
５
７
万
４
０
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

◆
今
回
の
補
正
の
主
な
も
の

　

総
務
費
は
、
無
投
票
と
な
っ
た

山
口
県
議
会
議
員
選
挙
費
２
７
１

万
９
０
０
０
円
の
減
額
、
社
協
事

務
所
横
で
ナ
ベ
ル
に
貸
し
付
け
て

い
る
町
有
建
物
の
エ
ア
コ
ン
の
増

設
経
費
94
万
５
０
０
０
円
の
増
額

で
す
。

　

民
生
費
で
は
、
法
改
正
に
伴
う

障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
管
理
台

帳
作
成
シ
ス
テ
ム
改
修
・
開
発
業

　

平
成
23
年
第
５
回
議
会
定
例
会
が
、
９
月
13
日
か
ら
21
日
ま
で
の
会

期
９
日
間
開
か
れ
、
提
出
議
案
11
件
、
同
意
１
件
、
発
議
４
件
、
そ
し

て
全
員
協
議
会
で
の
報
告
２
件
が
い
ず
れ
も
慎
重
に
審
議
さ
れ
、
原
案

ど
お
り
可
決
ま
た
は
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

  

こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
回
）で
は
、
奈
古
中
央
消
防

器
庫
の
用
地
購
入
な
ど
に
３
４
５
０
万
円
を
新
規
計
上
し
て
い
ま
す
。

阿武町こども館が10月５日にオープン
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平成23年
第5回議会定例会
９/13～21

奈古中央消防器庫の用地購入・
建物移転補償費に３４５０万円を計上
総額４０１２万円増額補正、
予算の総額は２８億３６５７万円に！！

務
委
託
料
18
万
９
０
０
０
円
の
増

額
で
す
。

　

土
木
費
で
は
、
奈
古
駅
裏
の
公

園
造
成
工
事
に
伴
う
奈
古
駅
構
内

の
測
量
関
係
経
費
等
で
１
１
０
万

８
０
０
０
円
の
増
額
で
す
。

　

消
防
費
で
は
、
町
道
汐
入
野
地

線
道
路
新
設
工
事
の
関
係
で
移
転

が
必
要
な
奈
古
第
１
分
団
消
防
器

庫
の
移
転
先
と
し
て
、
体
育
セ
ン

タ
ー
に
隣
接
す
る
旧
コ
プ
ロ
ス
事

務
所
及
び
資
材
置
き
場
の
用
地
を

選
定
し
、
こ
の
用
地
購
入
費
及
び

建
物
の
移
転
補
償
費
合
計
で
３
４

５
０
万
円
。
更
に
、
新
消
防
器
庫

の
設
計
料
３
３
６
万
円
の
新
規
計

上
で
す
。

　

歳
入
は
、
無
投
票
に
よ
り
山
口

県
議
会
議
員
選
挙
委
託
金
２
９
１

万
５
０
０
０
円
の
減
額
、
障
害
福

祉
サ
ー
ビ
ス
支
援
管
理
台
帳
作
成

シ
ス
テ
ム
改
修
・
開
発
業
務
に
係

る
円
滑
化
事
務
特
別
支
援
事
業
費

県
補
助
金
18
万
９
０
０
０
円
の
新

規
計
上
。

　

町
債
で
は
、
奈
古
第
１
分
団
新

消
防
器
庫
の
用
地
取
得
費
等
で
過

疎
対
策
事
業
債
の
消
防
防
災
施
設

整
備
事
業
債
３
４
０
０
万
円
の
新

規
計
上
で
す
。

　

繰
越
金
で
は
、
財
源
調
整
と
し

て
８
３
８
万
２
０
０
０
円
の
増
額

計
上
で
す
。

平
成
23
年
度
阿
武
町
国
民
健
康

保
険
事
業
（
事
業
勘
定
）
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
２
回
）

　

今
回
の
補
正
額
は
、
１
５
９
万

４
０
０
０
円
の
増
額
で
、
補
正
後

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
は
、
６

億
２
６
６
５
万
７
０
０
０
円
。

　

特
定
検
診
の
受
診
者
が
減
少
す

る
一
方
で
、
人
間
ド
ッ
ク
の
受
診

者
が
増
加
し
た
こ
と
に
よ
る
増
額

で
す
。

平
成
23
年
度
阿
武
町
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２
回
）

　

２
４
７
９
万
９
０
０
０
円
の
増

額
で
、
補
正
後
の
歳
入
歳
出
予
算

の
総
額
は
、
５
億
８
８
３
５
万
２

０
０
０
円
。
過
年
度
精
算
に
伴
う

介
護
給
付
費
国
庫
負
担
金
及
び
県

負
担
金
等
の
返
還
金
の
計
上
に
よ

る
も
の
で
す
。

平
成
22
年
度
阿
武
町
各
会
計
歳

入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

　

平
成
22
年
度
阿
武
町
一
般
会
計

歳
入
歳
出
決
算
を
始
め
、
８
つ
の

特
別
会
計
は
、
地
方
自
治
法
の
規

定
に
よ
り
、
決
算
の
承
認
を
求
め

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全

化
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
健

全
化
判
断
比
率
及
び
資
金
不
足

比
率
の
報
告
に
つ
い
て

　

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
、
平

成
22
年
度
決
算
に
お
け
る
健
全
化

判
断
比
率
等
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

契
約
の
締
結
に
つ
い
て

  

契
約
の
締
結
に
つ
い
て
次
の
６

件
の
概
要
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

工
事
名
（
請
負
金
額
・
請
負
業
者

名
）

◆
平
成
23
年
度　

阿
武
町
立
み
ど

り
保
育
園
駐
車
場
舗
装
工
事

（
３
４
６
万
５
０
０
０
円
・
小

田
産
業
㈱
）

◆
平
成
23
年
度（
平
成
22
年
繰
越
）

阿
武
町
こ
ど
も
館
整
備
工
事

（
１
４
３
８
万
５
０
０
０
円
・

協
和
建
設
工
業
㈱
）

◆
平
成
23
年
度　

町
道
柳
尾
汐
入

線
測
量
調
査
設
計
業
務
委
託

（
１
２
０
７
万
５
０
０
０
円
・

サ
ン
ヨ
ー
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
㈱
）

◆
平
成
23
年
度　

阿
武
町
一
般
住

宅
（
岡
田
橋
団
地
）
Ａ
棟
新
築

工
事
（
２
８
６
１
万
２
５
０
０

円
・
小
田
建
設
㈱
）

◆
平
成
23
年
度　

阿
武
町
一
般
住

宅
（
岡
田
橋
団
地
）
Ｂ
棟
新
築

工
事
（
３
０
８
７
万
円
・
波
多

野
建
設
㈱
）

◆
平
成
23
年
度　

阿
武
町
一
般
住

宅
（
岡
田
橋
団
地
）
新
設
工
事

に
伴
う
工
事
監
理
業
務
委
託

（
３
６
７
万
５
０
０
０
円
・
㈲

堀
設
計
事
務
所
）

奈古中央消防器庫建設予定地

舗装整備された町立みどり保育園駐車場

岡田橋団地の新築予定地
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奈古小学校改築事業
過疎対策道路事業
給食センター改築事業
やまぐち集落営農生産拡大事業
消防救急事務委託料
保育所運営事業 
分譲宅地整備事業
国営農地再編整備推進事業負担金
中山間地域等直接支払交付金事業
麈芥処理対策事業
生活介護給付費
単県農山漁村整備事業（防災無線）
萩・長門新清掃工場事務委託料
老人福祉施設入所措置費
戸籍電算システム導入事業

一般会計「平成22年度事業」ベスト15
「主要な施策の成果」表より抜粋 （単位：千円）

順位
１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５

686,475
326,371
131,670
76,315
70,875
53,946
50,375
50,216
42,572
39,367
35,907
35,100
33,471
30,592
25,254

事　　　　　業　　　　　名 事業費

平成22年度に
町民1人あたりに使った金額は

※平成23年3月末現在
　　　人口　3,874人

（一般会計 平成23年度末現在）

平成22年度　一般会計歳入歳出決算額款別構成図
歳入　43 億7,840万7,436円歳出　38億7,798万8,186 円

民生費　567,887,260円

総務費　509,622,632円

教育費
1,049,511,138円

災害復旧費　12,514,546円
議会費　30,870,828円
商工費　41,980,511円
諸支出金
50,375,000円
消防費
144,113,921円
衛生費
162,118,964円

労働費
1,505,000円

地方交付税
1,751,869,000円

平成22年度　一般会計及び特別会計決算額表

予算に対
する執行率

国民健康保険事業（事業勘定）
国民健康保険事業（直診勘定）
後期高齢者医療事業
老人保健医療事業
介 護 保 険 事 業
簡 易 水 道 事 業
農業集落排水事業
漁業集落排水事業

一　般　会　計

合　　　計

特　

別　

会　

計

予算に対
する収納率決 算 額予 算 額 決 算 額予 算 額

収支差引
残　　額

歳　　　　　　入
会　　計　　名

歳　　　　　　出
（単位：円）

公債費
472,000,987円

労働費　388円
災害復旧費　3,230円
議会費　7,969円
商工費　10,836円
諸支出金　13,003円
消防費　37,200円
衛生費　41,848円
農林水産業費
104,327円 総額

1,001,029円

教育費
270,912円

民生費
146,589円

総務費
131,550円

  公債費
121,838円

土木費
111,339円

配当割交付金
536,000円
株式等譲渡
　　所得割交付金
　　　155,000円

交通安全対策特別交付金　1,079,000円
利子割交付金　1,346,000円

繰入金　1,641,237円
地方特例交付金　8,720,000円

自動車取得税交付金　10,733,000円
分担金及び負担金　19,266,924円
地方消費税交付金　31,630,000円

諸収入　35,976,608円
地方譲与税　37,945,000円
寄付金　39,294,546円
財産収入　43,734,032円

使用料及び手数料　56,165,778円
町債　145,000,000円

県支出金　230,404,417円
町税　301,975,086円

4,501,570,000 
609,023,000 
67,452,000 
77,092,000 
1,655,000 

558,281,000 
42,523,000 
102,816,000 
24,277,000 

5,984,689,000 

4,378,407,436
596,775,928
65,055,758
70,649,816
1,352,237

546,318,599
41,625,698
100,805,808
22,893,471

5,823,884,751

97.26%
97.99%
96.45%
91.64%
81.71%
97.86%
97.89%
98.04%
94.30%
97.31%

4,501,570,000 
609,023,000 
67,452,000 
77,092,000 
1,655,000 

558,281,000 
42,523,000 
102,816,000 
24,277,000 

5,984,689,000 

3,877,988,186
596,332,286
65,045,034
70,624,692
1,248,994

508,719,254
41,510,938
100,672,445
22,837,214

5,284,979,043

86.15%
97.92%
96.43%
91.61%
75.47%
91.12%
97.62%
97.92%
94.07%
88.31%

500,419,250
443,642
10,724
25,124
103,243

37,599,345
114,760
133,363
56,257

538,905,708

土木費
431,325,362円 国庫支出金

1,059,490,516円

平成22年度の決算概要

農林水産業費
404,162,037円 繰越金

601,445,292円
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10
月
は
土
地
月
間
で
す
。

　

一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土

地
取
引
に
は
、
国
土
利
用
計
画
法

に
基
づ
く
届
出
が
必
要
で
す
。

　

土
地
は
、
乱
開
発
や
無
秩
序
な

土
地
利
用
を
防
止
す
る
た
め
に
、

一
定
面
積
以
上
の
大
規
模
な
土
地

の
取
引
を
し
た
と
き
は
、
都
道
府

県
（
市
町
村
経
由
）
に
そ
の
利
用

目
的
な
ど
を
届
け
出
て
審
査
を
受

け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

該
当
面
積
以
上
の
土
地
取
引
に  

係
る
契
約
（
予
約
を
含
む
）
を
し

た
日
か
ら
、
２
週
間
以
内
に
届
出

を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の
届
出

を
す
る
と
、
法
律
に
よ
り
罰
せ
ら

れ
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
届
出
が
必
要
な
土
地
取
引
面
積

　

１
０
０
０
０
㎡
以
上

●
届
出
者　

土
地
の
権
利
取
得
者

　

（
売
買
で
あ
れ
ば
買
い
主
）

●
問
い
合
わ
せ
先　

阿
武
町
役
場

　

総
務
課　

☎
２
―
３
１
１
１

　「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」の施行により、平成１９年度決算から健全化判断比率及び公営企
業会計の資金不足比率の算定・公表が義務づけられました。いずれかの比率が、早期健全化基準などを超えた場
合「早期健全化計画」などの策定が義務づけられることになります。
　平成２２年度決算に基づく阿武町の健全化判断比率及び資金不足比率は次のとおりです。いずれの比率も早期
健全化基準、経営健全化基準を大きく下回っており、健全な財政状況にありますが、引き続き効率的な財政運営
に努めていきます。

阿武町の健全化判断比率・資金不足比率の公表について

（単位：％）

（単位：％）

健全化判断比率

①実 質 赤 字 比 率

②連結実質赤字比率

③実質公債費比率

④将 来 負 担 比 率

阿武町の
健全化率

－

－

6.5

－

※１

※２

※３

対象公営企業会計

簡易水道事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

漁業集落排水事業特別会計

算定結果

－

－

－

経営健全化基準

２０．０

早期健全化基準
（注意指数）

１５．０

２０．０

２５．０

３５０．０

財政再生基準
（危険指数）

２０．０

３５．０

３５．０

※１　実質赤字比率は、普通会計で2億8,439
万円（12.97%）の黒字であるため該当す
る数値（赤字額）がないことを表します。
※２　連結実質赤字比率は、全会計で3億
2,287万円（14.72%）の黒字であるため該当
する数値（赤字額）がないことを表します。
※３　将来負担比率は、将来負担すべき負債
が充当可能な財源で賄えることから該当す
る数値（実質的な将来負担額）がないこと
を表します。

　公営企業に係る３つの特別会計について
は、いずれも資金不足が生じていないため該
当する数値（資金不足額）がないことを表し
ます。

○資金不足比率

○健全化判断比率

用 

語 

の 

説 
明

大
規
模
な
土
地
取
引

（
１
万
㎡
以
上
）に
は

　

届
出
が
必
要
で
す

◆普　通　会　計…地方公共団体の基本的な会計（本町では一般会計のみが対象）
◆標 準 財 政 規 模…地方公共団体の標準的な状態で通常収入されるであろう経常的一般財源の規模（標
　　　　　　　　　準税収入額等に普通交付税を加算した額）
◆実 質 赤 字 比 率…普通会計における実質赤字額の標準財政規模に占める割合
◆連結実質赤字比率…全会計における実質赤字額の標準財政規模に占める割合
◆実質公債費比率…普通会計が負担する地方債の元利償還金及び準元利償還金の標準財政規模を基本と
　　　　　　　　　した額に対する比率
◆将 来 負 担 比 率…普通会計が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模を基本とした額に対する比率
◆早期健全化基準…財政状況が悪化した状況において、自主的かつ計画的にその財政の健全化を図るべ
　　　　　　　　　き基準（いずれか一つでもこの基準を超えると財政健全化計画を策定しなければな
　　　　　　　　　りません。）

◆財 政 再 生 基 準…財政状況の著しい悪化により自主的な財政の健全化が困難な状況において国等の関
　　　　　　　　　与のもとで確実な再生を図るべき基準（いずれか一つでもこの基準を超えると財政
　　　　　　　　　再生計画を策定しなければなりません。）
◆資 金 不 足 比 率…公営企業会計における資金不足額の事業規模に占める割合
◆経営健全化基準…資金不足比率について定められた自主的かつ計画的に経営の健全化を図るべき基準
　　　　　　　　　（基準を超えると経営健全化計画を策定しなければなりません。）
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問　

戦
後
に
生
ま
れ
た
団
塊

世
代
が
、
前
期
高
齢
者
と
な

る
時
代
に
な
り
、
こ
の
世
代

の
親
と
、
そ
の
対
象
者
に
対

し
て
、
早
め
の
支
援
策
は
。

町
長　

こ
の
世
代
を
持
つ
親

へ
の
支
援
策
で
、
要
介
護
状

態
の
方
に
は
、
介
護
保
険
サ

―
ビ
ス
を
中
心
に
会
食
や
外

出
支
援
の
サ
ー
ビ
ス
を
組
み

合
わ
せ
、
在
宅
生
活
を
支
え

る
。
介
護
保
険
の
適
用
に
な

ら
な
い
方
に
は
、
自
立
し
た

生
活
が
で
き
る
た
め
の
支
援

と
し
て
、
認
知
症
予
防
や
筋

力
保
持
増
進
の
た
め
の
、
介

護
予
防
事
業
、
ワ
ハ
ハ
元
気

ク
ラ
ブ
を
実
施
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
元
気
な
方
に
は
、

老
人
ク
ラ
ブ
や
、
ふ
れ
あ
い

サ
ロ
ン
な
ど
の
地
域
活
動
へ

の
参
加
を
勧
め
て
い
る
。

　

戦
後
生
ま
れ
の
皆
さ
ん
へ

の
支
援
に
つ
い
て
は
、
こ
の

世
代
の
方
々
に
は
地
域
活
動

の
大
き
な
支
え
手
に
な
っ
て

頂
く
こ
と
に
期
待
す
る
。

　

長
い
間
培
っ
て
こ
ら
れ
た
、

知
識
、
技
量
、
経
験
は
地
域

に
と
っ
て
も
貴
重
で
あ
る
た

め
、
現
職
の
時
か
ら
お
互
い

に
誘
い
あ
っ
て
地
域
行
事
に

参
加
を
し
て
、
人
と
の
つ
な

が
り
を
大
切
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

問　

阿
武
町
と
他
の
市
町
と

で
連
携
す
る
、
有
害
鳥
獣
の

行
動
域
を
考
慮
し
た
被
害
対

策
は
。
ま
た
、
サ
ル
と
人
と

の
共
存
を
考
え
た
対
策
の
推

進
に
つ
い
て
。

町
長　

阿
武
町
は
萩
市
と
共

に
、
平
成
20
年
か
ら
萩
阿
武

地
域
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
協

議
会
を
設
置
し
た
。

　

町
で
は
今
年
イ
ノ
シ
シ
用

ワ
イ
ヤ
ー
メ
ッ
シ
ュ
柵
と
、

サ
ル
用
電
気
柵
を
総
延
長
で

４
９
７
０
メ
ー
ト
ル
設
置
す

る
予
定
。

　

サ
ル
に
対
す
る
対
策
は
イ

ノ
シ
シ
の
場
合
と
大
き
く
変

わ
ら
な
い
が
、
サ
ル
が
嫌
う

作
物
と
し
て
は
ト
ウ
ガ
ラ
シ

や
ウ
コ
ン
、
ミ
ョ
ウ
ガ
等
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

問

問　

今
年
は
、
対
象
者
へ
の

案
内
を
チ
ラ
シ
で
配
布
さ
れ

た
が
、
招
待
す
る
と
い
う
意

味
か
ら
も
個
人
あ
て
の
案
内

に
で
き
な
い
か
。

町
長　

駐
在
員
制
度
の
時
に

は
、
集
落
毎
に
対
象
者
名
簿

を
渡
し
、
個
別
に
案
内
状
を

配
っ
て
も
ら
い
、
出
席
の
と

り
ま
と
め
を
お
願
い
し
て
い

た
。
自
治
会
制
度
と
な
り
、

個
人
情
報
保
護
の
関
係
か
ら

対
象
者
名
簿
を
渡
す
こ
と
が

一
般
質
問  

第
5
回
定
例
会  

9
月
13
日

Q　
「
敬
老
の
日
大
会
」
の

　
　
　
　
　

案
内
状
を
個
人
あ
て
に

Q　

戦
後
の
団
塊
世
代
が
迎
え
る

　
　
　

前
期
高
齢
者
へ
の
支
援
策
は

Ａ　

知
識
、技
量
、経
験
を
活
か
し
て

　
　

地
域
活
動
の
大
き
な
支
え
手
に

Q　

有
害
鳥
獣
駆
除
の
現
状
と

　
　
　

サ
ル
被
害
に
対
す
る
対
策
は

Ａ　

萩
阿
武
地
域
鳥
獣
被
害
防
止

　
　
　

対
策
協
議
会
で
対
策
を
実
施

Ａ　

多
く
の
方
へ
の
周
知
を

　
　
　
　
　
　

め
ざ
し
て
全
戸
配
付

Q　

山
陰
自
動
車
道（
益
田
〜
萩
間
）

　
　
　
　
　

の
早
期
着
工
に
つ
い
て　

Ａ　

早
期
事
業
化
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　
　

最
大
限
の
努
力

長嶺吉家  議員

町
長

問

清水教昭  議員宇田郷地区男性料理教室

ニホンザル

困
難
に
な
り
、
参
加
希
望
者

は
各
自
で
役
場
に
申
し
込
ん

で
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。  

　

案
内
を
全
戸
配
布
す
る
こ

と
に
よ
り
、多
く
の
方
に「
敬

老
の
日
大
会
」
の
周
知
を
図

り
、
お
互
い
に
誘
い
合
っ
た

り
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
も

声
を
か
け
て
も
ら
い
、
思
い

や
り
の
あ
る
あ
た
た
か
い
お

祝
い
の
会
に
し
て
い
き
た
い
。

問　

国
道
一
九
一
号
が
通
行

止
め
と
な
っ
た
時
の
緊
急
的
、

代
替
え
に
利
用
可
能
な
「
山

陰
自
動
車
道
（
益
田
〜
萩

間
）」
の
早
期
着
工
に
向
け

た
取
り
組
み
は
。

町
長　

国
道
一
九
一
号
木
与

〜
宇
田
間
が
通
行
止
め
に
な

る
と
、
宇
田
郷
地
区
を
中
心

と
し
た
町
民
の
皆
さ
ん
の
日

常
生
活
に
大
き
く
影
響
を
及

ぼ
す
。
萩
国
道
出
張
所
長
及

び
山
口
河
川
国
道
事
務
所
長

に
対
し
、
バ
イ
パ
ス
を
含
め

た
防
災
対
策
の
早
期
事
業
化

に
つ
い
て
要
望
書
を
提
出
し
、

前
向
き
な
回
答
を
も
ら
っ
た
。

　

こ
の
こ
と
を
山
陰
自
動
車

道
整
備
促
進
期
成
同
盟
会
総

会
に
お
い
て
報
告
し
、
各
市

町
及
び
関
係
機
関
等
に
協
力

を
要
請
し
た
。

　

今
後
は
、
期
成
同
盟
会
と

４
市
１
町
（
下
関
市
、
長
門

市
、
萩
市
、
益
田
市
、
阿
武

町
）の
強
力
な
連
携
の
も
と
、

山
陰
自
動
車
道
の
早
期
事
業

化
に
向
け
て
最
大
限
の
努
力

を
し
て
い
く
。

町
長

問

奈古地区敬老の日大会

国道１９１号事前通行規制
区間（洞門付近）

問町
長

町
長
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現
地
踏
査

　

22
年
度
一
般
会
計
は
、
当

初
予
算
25
億
９
４
０
０
万
円

で
出
発
し
、
前
年
度
繰
越
事

業
費
、補
正
予
算
が
加
わ
り
、

最
終
の
歳
入
決
算
額
は
、
43

億
７
８
４
０
万
７
４
３
６
円

と
な
っ
た
。
町
税
等
の
自
主

財
源
は
、
21
年
度
の
繰
越
金

な
ど
か
ら
前
年
比
28
・
６
％

と
大
き
く
増
加
し
、
依
存
財

源
に
つ
い
て
も
国
庫
支
出
金

な
ど
に
よ
り
、
前
年
比
11
・

２
％
増
加
し
て
い
る
。

　

歳
出
決
算
額
は
、
義
務
的

経
費
を
前
年
度
と
比
べ
る
と
、

実
質
的
に
削
減
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
投
資
的
経
費
は
、

阿
武
小
学
校
・
給
食
セ
ン
タ

ー
の
整
備
、
町
道
汐
入
野
地

線
道
路
整
備
を
は
じ
め
と
す

る
過
疎
対
策
道
路
事
業
な
ど

の
大
型
事
業
の
着
手
に
よ
り
、

38
億
７
７
９
８
万
８
１
８
６

円
と
な
っ
た
。

　

単
独
行
政
を
決
断
し
て
以

来
、
歳
入
歳
出
額
と
も
に
、

過
去
最
高
の
決
算
額
と
な
っ

た
。

　

８
つ
の
特
別
会
計
は
、
高

齢
化
が
進
む
中
、
一
般
会
計

か
ら
繰
出
し
が
２
億
３
６
１

平
成
22
年
度　

決
算
賛
成
討
論

阿
武
町
こ
ど
も
館
の
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
に
つ

い
て

問　

運
営
体
制
等
に
つ
い
て
。

答　

子
ど
も
の
各
種
育
成
団

体
の
利
用
を
目
的
と
し
て
い

る
の
で
、
運
営
管
理
は
、
阿

武
町
で
あ
る
。
主
に
利
用
す

る
の
が
児
童
ク
ラ
ブ
で
あ
る

た
め
、
子
ど
も
の
指
導
と
併

せ
て
児
童
ク
ラ
ブ
の
指
導
員

が
施
設
の

管
理
を
す

る
こ
と
と

な
る
。

奈
古
駅
構
内
岡
田
橋
高
架
橋

（
仮
称
）
工
事
の
契
約
の
締

結
に
つ
い
て　
　

問　

現
在
の
跨
線
橋
の
撤
去

と
今
後
の
見
通
し
は
。

答　

現
在
の
跨
線
橋
の
撤
去

は
22
年
度
の
契
約
で
あ
る
が
、

美
祢
線
の
復
旧
工
事
や
駅
構

内
を
単
線
化
す
る
た
め
の
ダ

イ
ヤ
改
正
の
必
要
か
ら
、
撤

去
工
事
は
11
月
の
ダ
イ
ヤ
改

正
の
後
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
高
架
橋
の
契
約
は
、

駅
構
内
を
ま
た
ぐ
上
部
三
径

間
で
の
高
架
橋
架
設
で
あ
る
。

な
お
、
全
て
の
工
事
の
完
成

は
24
年
度
末
を
め
ざ
し
て
い

る
が
、
補
助
金
等
国
の
予
算

が
不
透
明
な
の
で
明
確
に
で

き
な
い
。

平
成
23
年
度
補
正
予
算
関
係

に
つ
い
て

問　

奈
古
中
央

消
防
器
庫
（
仮

称
）
建
設
に
つ

い
て
。

答　

役
場
前
の

現
在
の
消
防
器

庫
が
、
町
道
汐

入
野
地
線
工
事

の
た
め
撤
去
す

る
必
要
が
生
じ
た
の
で
、
新

し
い
消
防
器
庫
を
、
旧
コ
プ

ロ
ス
の
用
地
・
建
物
を
利
用

す
る
予
定
で
あ
る
。
現
建
物

な
ど
を
活
用
す
る
の
で
、
再

築
工
事
費
な
ど
を
考
え
れ

ば
、
経
費
は
安
く
て
済
む
。

問　

人
間
ド
ッ
ク
委
託
料
の

追
加
補
正
に
つ
い
て
。

答　

従
来
は
特
定
検
診
の
み

で
あ
っ
た
が
、
よ
り
内
容
を

充
実
さ
せ
る
た
め
、
人
間
ド

ッ
ク
制
度
を
設
け
た
。
日
帰

り
人
間
ド
ッ
ク
の
利
用
希
望

者
が
多
く
な
っ
た
た
め
、
50
人

分
の
追
加
補
正
を
組
ん
だ
。

平
成
22
年
度
歳
入
歳
出
決
算

の
認
定
に
つ
い
て

問　

空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

減
少
は
。

答　

従
来
の
人
口
定
住
促
進

行
財
政
改
革
等
特
別
委
員
会
報
告
9
月
13
日
開
催

問答問答

問答問答問答

中野祥太郎  議員
台風12号に被害を受けた

テルメ阿胡

国道191号のり面崩壊現場

のり面上部の現場

事
業
と
し
て
の
空
き
家
バ
ン

ク
制
度
は
、
各
地
で
行
わ
れ

て
い
る
こ
と
や
、
移
住
希
望

者
の
意
識
の
変
化
な
ど
か
ら
、

今
後
考
え
方
を
再
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

問　

町
有
林
整
備
の
多
額
の

経
費
支
出
の
費
用
対
効
果
は
。

答　

近
年
の
木
材
価
格
の
低

迷
か
ら
考
え
れ
ば
採
算
に
合

わ
な
い
が
、
将
来
の
た
め
必

要
最
小
限
の
森
林
維
持
の
た

め
の
森
林
整
備
は
必
要
と
考

え
る
。

問　

テ
ル
メ
阿
胡
の
工
事
費

に
つ
い
て
。

答　

今
回
の
経

費
は
泉
源
ポ
ン

プ
の
取
り
替
え

だ
が
、
温
泉
の

建
物
は
腐
食
・

台
風
被
害
の
た

め
使
用
で
き
な

い
の
で
、
国
の
許
可
が
お
り

れ
ば
早
急
に
取
り
壊
し
た

い
。
今
後
の
こ
と
は
更
に
検

討
す
る
。

問　

萩
市
の
図
書
館
利
用
に

つ
い
て
。

答　

誰
で
も
、
ど
こ
の
図
書

館
で
も
身
分
証
明
が
で
き
れ

ば
利
用
カ
ー
ド
の
発
行
を
受

け
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

平
成
22
年
度
の
阿
武
町
民

の
利
用
状
況
は
、１
２
５
人

利
用
、
冊
数
６
２
３
４
冊
。

問答問答問答

３
万
円
発
生
し
て
い
る
が
、

前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
の
歳
出

額
に
抑
え
ら
れ
、
歳
出
削
減

の
努
力
の
跡
が
う
か
が
え
る
。

　

財
政
分
析
指
標
は
、
県
内

の
町
平
均
か
ら
す
る
と
、
経

常
収
支
比
率
、
実
質
公
債
費

比
率
は
平
均
値
よ
り
群
を
抜

い
て
申
し
分
な
い
が
、
自
主

財
源
の
弱
さ
か
ら
財
政
力
指

数
が
劣
っ
て
い
る
。
人
口
の

減
少
や
第
一
次
産
業
、
商
工

業
が
低
迷
す
る
中
、
自
主
財

源
を
い
か
に
し
て
高
め
る
か

を
、
更
に
取
組
ん
で
も
ら
い

た
い
。

　

全
般
的
に
は
、
厳
し
い
財

政
環
境
の
中
、
健
全
な
財
政

運
営
が
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、

22
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算
に

つ
い
て
、
原
案
通
り
承
認
す

る
こ
と
に
賛
成
す
る
。



　「君の一生けんめいに会いたい」のスローガンの
もと、東日本大震災復興支援・第66回国民体育大
会・障害者ソフトボール大会（主催・日本体育協会
・文部科学省・山口県・阿武町）が10月２日（日）に
道の駅「阿武町」隣接広場で開催され、町内外から
４チームが参加し熱戦を繰り広げました。
　宮本　朗大会会長の挨拶、中村町長の歓迎のこと
ばに続き、山口県選抜チームの松田章寿選手が選手宣誓を行いました。
　中村町長は「町民ボランティアの手による国体会場の芝生グラウンドづくりをはじめ、町民総
参加による心のこもった温かいおもてなしでお迎えするために準備を進めてきました。障害者と
健常者が一つのスポーツを通じて一緒に汗を流し、スポーツの素晴らしさを実感出来ることは町
民のスポーツ振興に大いに寄与するものと期待しています」と歓迎のことばを述べました。
　試合は、障害者チームと一般チームのリンク戦方式、全４試合が行われ、手に汗を握る熱戦が
繰り広げられ、選手の好プレーに会場からは、温かい声援が送られました。
　また、会場周辺は保育園、小・中学生が制作した応援のぼり旗や、婦人会・児童生徒が育てた
サルビアが飾られたほか、阿武町の特産品販売コーナーなども設けられ、選手・来場者をお迎えしました。　

東日本大震災復興支援　第６６回国民体育大会　阿武町大会

試
合
結
果　

第
１
試
合　

西
京
ス
タ
ー
ズ 

12
ー
0 

阿
武
町
シ
ニ
ア

　
　
　
　
　

第
２
試
合　

福
栄
レ
デ
ィ
ー
ス 

6
ー
0 

山
口
県
選
抜

　
　
　
　
　

第
３
試
合　

山
口
県
選
抜 

7
ー
1 

阿
武
町
シ
ニ
ア

　
　
　
　
　

第
４
試
合　

西
京
ス
タ
ー
ズ 

５
ー
４ 

福
栄
レ
デ
ィ
ー
ス

優
秀
選
手　

山
本
克
明 
選
手（
西
京
ス
タ
ー
ズ
）　
　

木
村
惟
大 

選
手（
山
口
県
選
抜
）

　
　
　
　
　

中
村　

忍 
選
手（
福
栄
レ
デ
ィ
ー
ス
）　

中
村
晶
男 

選
手（
阿
武
町
シ
ニ
ア
）

道の駅「阿武町」隣接芝生広場で
行われた開会式

阿
武
町
シ
ニ
ア
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

チ
ー
ム
も
大
健
闘

始球式をする
中村町長

デモンストレーションとしてのスポーツ行事デモンストレーションとしてのスポーツ行事
障害者ソフトボールを道の駅「阿武町」隣接広場で開障害者ソフトボールを道の駅「阿武町」隣接広場で開催

デモンストレーションとしてのスポーツ行事
障害者ソフトボールを道の駅「阿武町」隣接広場で開催

8
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　総合開会式が10月１日に山口市の維新百年記念
公園陸上競技場で開催され、式典に県内19市町代
表炬火走者として水津タケ代さん（木与）が出場さ
れました。
　水津さんは「大変緊張しましたが、貴重な経験を
させていただきました。ありがとうございました」
と話されました。

　少年男子ラグビーフットボールが、10月２日長
門市俵山多目的交流広場で開催され、山口県選抜チ
ーム少年の部の選手として宇田郷の杉村道成さん
（宇田中央・萩商工２年）が出場しました。
試合結果  １回戦    青森選抜 20－12 山口選抜
　　

少年男子ラグビー

前列右が杉村選手

杉村道成さん
（山口県立萩商工
高等学校2年）

総合開会式
杉村道成さんが出場水津タケ代さんが炬火走者として出場

すぎ むら みち なり

観客から大声援が送られました

ボランティア
スタッフによる
アナウンス

阿武町特産品販売コーナー  会場はのぼり旗やサルビアで飾られました

「福栄レディース」のみなさん 「阿武町シニアソフトボールチーム」のみなさん

「西京スターズ」のみなさん 「おいでませ!山口大会　山口県選抜」のみなさん
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宇田郷地区宇田郷地区
9／9／2525

宇田郷地区
9／25

みどり保育園 10／9

各地区で運動会
スポーツの秋

　秋のスポーツシーズンが
到来し、各地区で運動会が
開催されました。
　各地区の特色ある運動会
を紹介します。



福賀地区　9／11

満満
喫
満
喫
満
喫

阿武小・中合同
9／11

親子で…親子で…
夫婦で

…
夫婦で

…

地域で
…

地域で
…

クラスメイトで…クラスメイトで…
親子で…
夫婦で

…

地域で
…

クラスメイトで…

11
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ふゆ

10月生まれ

久
保
田  

芙
優
ち
ゃ
ん（
美
里
）

平
成
22
年
10
月
31
日
生
ま
れ

（
パ
パ
）
匡
彦
さ
ん
・（
マ
マ
）
祐
美
さ
ん

 

こ
ん
に
ち
は
！
男
の
子
に
負
け

な
い
く
ら
い
、
元
気
で
活
発
な
芙

優
ち
ゃ
ん
で
す
。
い
た
ず
ら
が
大

好
き
で
、
最
近
は
こ
っ
そ
り
障
子

を
破
く
の
が
マ
イ
ブ
ー
ム
な
の
♥

　

早
く
歩
け
る
よ
う
に
な
っ
て
、

パ
パ
と
マ
マ
と
手
を
つ
な
い
で
お

散
歩
し
た
い
な
あ
！

ふ　

ゆ

10
月
12
日
（
水
）
阿
武
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
敬
称
略
）

【
１
０
０
ｍ
走
】

★
５
年
男
子　

中
村　

龍
人
（
阿
武
）
16
秒
４

★
５
年
女
子　

小
野　

舞
夕
（
阿
武
）
17
秒
６

★
６
年
男
子　

野
瀬
蓮
太
朗
（
福
賀
）
15
秒
５

★
６
年
女
子　

岩
本
奈
々
子
（
福
賀
）
16
秒
２

【
６
０
ｍ
ハ
ー
ド
ル
】

★
５
年
男
子　

直
江　

隼
人
（
福
賀
）
11
秒
８

★
５
年
女
子　

若
松
屋
美
緒
（
阿
武
）
13
秒
５

★
６
年
男
子　

俣
野　

大
輔
（
阿
武
）
11
秒
５

★
６
年
女
子　

岩
本
奈
々
子
（
福
賀
）
11
秒
９

【
１
０
０
０
ｍ
走
】

★
５
年
男
子　

中
村　

龍
人
（
阿
武
）
４
分
４
秒
６

★
５
年
女
子　

小
野　

舞
夕
（
阿
武
）
４
分
23
秒
０

★
６
年
男
子　

俣
野　

大
輔
（
阿
武
）
３
分
56
秒
６

★
６
年
女
子　

高
橋　

芽
生
（
阿
武
）
４
分
50
秒
０

【
走
り
高
跳
び
】

★
５
年
男
子　

藤
村　

亮
太
（
阿
武
）
97
㎝

★
６
年
男
子　

白
石　

貴
紀
（
阿
武
）
１
０
９
㎝

★
６
年
女
子　

岩
本
奈
々
子
（
福
賀
）
１
１
２
㎝

【
走
り
幅
跳
び
】

★
５
年
男
子　

中
村　

龍
人
（
阿
武
）
２
８
３
㎝

★
５
年
女
子　

阿
武　

汐
音
（
阿
武
）
２
９
１
㎝

★
６
年
男
子　

高
橋　

瑠
生
（
阿
武
）
３
２
７
㎝

★
６
年
女
子　

水
津　
　

葵
（
阿
武
）
２
７
４
㎝

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
】

★
５
年
男
子　

直
江　

隼
人
（
福
賀
）
36
ｍ

★
５
年
女
子　

小
野　

舞
夕
（
阿
武
）
23
ｍ 

★
６
年
男
子　

野
瀬
蓮
太
郎
（
福
賀
）
37
ｍ

★
６
年
女
子　

水
津　

春
香
（
阿
武
）
25
ｍ

【
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
（
2
0
0
m
ト
ラ
ッ
ク
）】

★
５
年
男
子　

阿
武
小　

１
分
14
秒
８　

★
５
年
女
子　

阿
武
小　

１
分
12
秒
８　

★
６
年
男
子　

阿
武
小　

１
分
５
秒
５　

★
６
年
女
子　

阿
武
小　

１
分
９
秒
３

★
６
年
混
成　

福
賀
小　

１
分
８
秒
１

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
の

任
期
満
了
に
伴
う
後
任
委
員
と
し

て
、
10
月
１
日
付
け
で
新
た
に
伊

藤
敬
久
氏
（
宇
田
中
央
・
65
歳
）

が
選
任
さ
れ
、
竹
内
英
人
氏
（
宇

田
地
・
67
歳
）
は
再
任
さ
れ
ま
し

た
。

　

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

は
、
自
治
体
と
は
独
立
し
た
行
政

委
員
会
と
し
て
、
中
立
的
・
専
門

的
な
立
場
か
ら
固
定
資
産
課
税
台

帳
に
登
録
さ
れ
た
事
項
に
関
す
る

不
服
の
審
査
及
び
決
定
そ
の
他
の

事
務
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
委
員
の
任
期
は
平
成
26

年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

表

彰

席

平
成
23
年
度

阿
武
小
・
福
賀
小
交
流
陸
上
記
録
会

が
ん
ば
れ
阿
武
町
っ
子

固
定
資
産
評
価

審
査
委
員
会
委
員

新
た
に
伊
藤
敬
久
氏
を
選
任

竹
内
英
人
委
員
は
再
任

新たに伊藤敬久氏選任

60mハードル

100m走

1000m走
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　あぶ町食育しあわせプラン実行委員会では、小中学生とその保護者を対象に地元食材を使った、
アイデア料理を募集し、１次審査（書類審査）を９月６日（火）に行いました。
　その後、１次審査を通過した４組のみなさんにお集まりいただき、２次審査（試食審査）を９月
２５日（日）に町民センターで行いました。自慢のアイデア料理を一生懸命に、そして楽しそうに料
理されるみなさんの姿が印象的でした。最優秀作品は、今後、学校給食で献立になったり、道の駅
阿武町食事処「憩」でメニュー化されます。ぜひ、楽しみにしていてくださいね。みなさんのご応
募、本当にありがとうございました！
【審査結果】
学校給食部門
　最優秀賞　「しらもとフレッシュ野菜の冷製パスタ」
　　　　　　阿武小１年　高橋　翼くん・めぐみさん
　アイデア　「アツアツほうれんそうピザトースト」
　給 食 賞　阿武小４年　後根　愛さん・寛子さん
憩部門
　最優秀賞　「めで鯛飯」
　　　　　　阿武小２年　小野三千伽さん・敦子さん
　憩　　賞　「栄養満点赤・黄・緑」
　　　　　　阿武小４年　稲川理子さん・有紀さん
【審査員】小田教育長　金田経済課長
　　　　　道の駅「阿武町」新谷支配人
　　　　　熊谷憩店長代理　松﨑学校栄養教諭

飾
り
の
ト
マ
ト
を

切
る
翼
く
ん

み
つ
ば
を
茹
で
る

三
千
伽
さ
ん

石川栄養士

１日限１日限定１０定１０食（予食（予定）定）

「めで鯛飯」道の駅憩に登場！
10/22（土）・23（日）・29（土）・30（日）

１日限定１０食（予定）
ぜひみなさん食べに来てね！

（仮称）「阿武町中央公園」アイデアコンテスト
最優秀賞作品に兼田星さん（阿武中２年）の
「エンジョイパーク」を選定！！

奈
古
駅
南
側
の

公
園
予
定
地

（
面
積
１・
２
ha
）　

町
で
は
、
Ｊ
Ｒ
奈
古
駅
の
南
側
と
郷
川
と
の

間
に
設
置
す
る（
仮
称
）阿
武
町
中
央
公
園
の
公

園
整
備
の
ア
イ
デ
ア
を
町
内
の
中
学
生
及
び
小

学
校
５
・
６
年
生
に
募
集
し
た
と
こ
ろ
、
53
人

の
応
募
が
あ
り
最
優
秀
賞
に
兼
田
星
さ
ん
（
水

ヶ
迫
）
の
作
品
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

兼
田
さ
ん
の
作
品
は
中
央
に
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ

ー
（
憩
い
の
木
）、
簡
易
な
遊
具
、
周
囲
に
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
描
き
シ
ン
プ
ル
な
中
に

も
阿
武
町
ら
し
さ
を
表
現
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ

が
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
作
品
の
ア
イ

デ
ア
も
参
考
に
公
園
の
設
計
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
公
園
の
名
称
は
改
め
て
公
募
し
ま
す
。

◎
最
優
秀
賞　

兼
田
星
さ
ん
（
阿
武
中
２
年
）

◎
作
品
名　

エ
ン
ジ
ョ
イ
パ
ー
ク

◎
作
品
説
明

　

み
ん
な
が
休
め
る
ベ
ン
チ
や
阿
武
町
の
特
産

品
を
い
か
し
た
遊
具
を
か
き
ま
し
た
。
ま
た
、

自
然
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
大
き
な
木
も
か
き

ま
し
た
。
ス
ポ

ー
ツ
も
出
来
る

よ
う
に
し
て
あ

り
ま
す
。

　

ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
し
な
が
ら

阿
武
町
の
い
い

と
こ
ろ
を
パ
ネ

ル
で
な
が
め
る

こ
と
も
で
き
ま

す
。
子
ど
も
か

ら
お
年
寄
り
ま

で
楽
し
め
る
公

園
で
す
。

兼
田
星
さ
ん
の
作
品

「
エ
ン
ジ
ョ
イ
パ
ー
ク
」

あかり

し
ら
も
と
フ
レ
ッ
シ
ュ

野
菜
の
冷
製
パ
ス
タめで鯛飯

パンにトッピングする愛さん 油揚げに卵を入れる理子さん

あ
か
り

地元食材
を活用
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山・海・里Ａｂｕ　ＴｏｐｉｃｓＡｂｕ　Ｔｏｐｉｃｓまちの話題まちの話題
　

第
58
回
山
口
県
消
防
操
法
大
会

が
、
９
月
17
日
に
山
口
市
の
県
消

防
学
校
で
開
催
さ
れ
、
阿
武
町
消

防
団
か
ら
宇
田
郷
分
団
員
５
人
が

出
場
し
ま
し
た
。

　

出
場
者
は
指
揮
者
：
竹
本
紀
行

さ
ん（
宇
田
浦
・
39
歳
）、
１
番
員

：
白
石
勝
則
さ
ん
（
水
ヶ
迫
・
30

歳
）、
２
番
員
：
廣
石
祐
二
さ
ん

（
尾
無
畑
・
28
歳
）、
３
番
員
：

堀　

和
也
さ
ん
（
宇
田
中
央
・
53

歳
）、
補
助
員
：
金
﨑　

洋
さ
ん

（
尾
無
畑
・
57
歳
）
で
、
小
型
ポ

ン
プ
操
法
の
部
に
出
場
し
見
事
５

位
に
入
賞
し
ま
し
た
。

　

消
防
操
法
大
会
は
、
消
防
操
法

の
技
を
競
い
合
う
だ
け
で
な
く
、

消
防
技
術
の
向
上
や
消
防
の
士
気

・
連
帯
意
識
を
高
め
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

団
員
は
今
年
４
月
か
ら
本
格
的

な
訓
練
を
始
め
、
６
カ
月
に
わ
た

り
技
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

　

出
場
し
た
竹
本

さ
ん
は
「
緊
張
と

プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
の

中
、
良
い
経
験
を

さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
練
習
の

成
果
が
本
番
に
直
結
す
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。
ご
指
導
い
た
だ
い

た
関
係
者
の
み
な
さ
ん
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

　

宇
田
郷
分
団
長

の
伊
藤
憲
男
さ
ん

（
宇
田
中
央
）
は

「
長
期
間
の
練
習

を
通
じ
て
宇
田
郷
分
団
が
ま
と
ま

り
、
一
致
団
結
し
て
上
位
入
賞
を

勝
ち
と
る
こ
と
が
で
き
て
、
本
当

に
嬉
し
く
思
い
ま
す
」
と
話
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
立
阿
武
小
学
校

に
９
月
14
日
、
校
歌
の

「
額
」が
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
寄
贈
さ
れ
た
の
は

旧
奈
古
小
の
卒
業
生
で
、

奈
古
地
区
釜
屋
に
お
住

ま
い
の
小
野
清
典
さ
ん
。

　

贈
呈
式
で
は
「
私
も

旧
奈
古
小
の
卒
業
生
で

す
。
校
歌
を
一
生
懸
命

お
ぼ
え
て
く
だ
さ
い
。

学
校
生
活
を
楽
し
ん
で
、

素
晴
ら
し
い
思
い
出
を

作
っ
て
く
だ
さ
い
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
後
に
児
童
全
員
と

一
緒
に
校
歌
を
合
唱
さ

れ
ま
し
た
。
校
歌
の
大

き
さ
は
、
縦
１
１
７
㎝

×
横
２
１
５
㎝
あ
り
、
「
書
」
は

書
家
の
小
倉
窓
筧
さ
ん
（
萩
市
）

に
よ
る
も
の
で
す
。
阿
武
小
多
目

的
ホ
ー
ル
に
飾
ら
れ
ま
す
。

宇田郷消防団が県操法大会で５位入賞
消防精神を鍛えられた

 　
〝
奈
古
の
天
神
様
〞
菅
原
神
社

（
東
方
）の
秋
祭
り
が
９
月
24
・
25

日
の
２
日
間
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

舞
を
奉
納
す
る
巫
女
は
、
阿
武

小
１
年
の
高
井
小
波
さ
ん
（
西
の

１
）、
柳
井
優
衣
さ
ん（
岡
田
橋
）、

西
嶋
優
奈
さ
ん
（
釜
屋
）、
吉
村

春
奈
さ
ん
（
美
里
）
の
４
人
が
務

め
ま
し
た
。

　

巫
女
の
舞
保
存
会
の
指
導
の
も

と
３
週
間
続
け
た
練
習
の
成
果
を

披
露
。
観
客
か
ら
は
「
か
わ
い
い

ね
、
よ
う
踊
れ
と
る
」
と
声
援
が

送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
24
日
の
夜

は
天
神
様
の
鳥
居
の
前
で
、
25
日

は
奈
古
町
内
を
、
扇
と
鈴
を
持
っ

て
か
わ
い
ら
し
い
舞
を
披
露
し
ま

し
た
。

福賀地区で交通マナーアップ作戦
奈古高生らが事故なしを呼びかけ！！

　

秋
の
全
国
交
通
安
全

運
動
が
９
月
21
日
〜
30

日
ま
で
の
10
日
間
全
国

一
斉
に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
阿
武
町
で
は
こ
の

期
間
中
、
朝
と
夕
方
に

国
道
な
ど
の
危
険
個
所

で
の
街
頭
指
導
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
回
の
交
通

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
作
戦
は

台
風
15
号
の
影
響
で
国

道
１
９
１
が
通
行
止
め

に
な
っ
た
た
め
、
福
賀

地
区
の
国
道
３
１
５
線
沿
い

の
石
丸
旅
館
前
1
カ
所
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

奈
古
高
校
生
も
加
わ
っ
て
交
通

安
全
母
の
会
、
交
通
安
全
協
会
福

賀
分
会
役
員
ら
36
人
が
「
事
故
な

し
」
に
か
け
て
福
賀
特
産
の
梨
と

高
校
生
が
制
作
し
た
マ
ス
コ
ッ
ト
、

萩
阿
武
商
工
会
女
性
が
制
作
し
た

テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
手
渡
し
な
が
ら
交

通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

竹本紀行さん伊藤憲男さん

県操法大会での様子

左から竹本さん、白石さん、
廣石さん、堀さん、金崎さん

小野清典さんが阿武小学校に校歌の「額」を寄贈
素晴らしい思い出を作ってください

お　

ぐ
ら
そ
う　
け
ん

こ　

な
み

ゆ　
　

い

ゆ
う　

な

は
る　

な

菅原神社秋祭り菅原神社秋祭り菅原神社秋祭り
阿武小児童４人が巫女舞を奉納

寄贈された
小野清典さん

左：吉村春奈さん、高井小波さん 左：柳井優衣さん、西嶋優奈さん



15

　

福
賀
特
産
の
梨
を
、
町
内
外
の

方
に
P
R
し
よ
う
と
福
賀
梨
・
南

水
ま
つ
り
が
９
月
17
日
・
18
日
に

福
賀
・
福
の
里
の
直
売
所
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
南
水
」
と
い
う
品
種
は
、
果

汁
が
多
く
、
甘
み
が
強
い
和
梨
独

特
の
シ
ャ
キ
シ
ャ
キ
感
が
特
徴

で
、
日
持
ち
が
よ
く
、
常
温
で
１

ヶ
月
ぐ
ら
い
持
ち
ま
す
。
９
月
下

旬
か
ら
出
荷
さ
れ
る
晩
生
期
梨
で

す
。

　

特
設
テ
ン
ト
で
は
南
水
、
20
世

紀
梨
の
特
売
コ
ー
ナ
ー
や
食
べ
放

題
・
試
食
コ
ー
ナ
ー
・
フ
レ
ッ
シ

ュ
梨
ジ
ュ
ー
ス
や
、
奈
古
高
生
に

よ
る
梨
ジ
ャ
ム
コ
ー
ナ
ー
が
人
気

を
集
め
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
梨

の
袋
詰
め
放
題
や
皮
長
む
き
競

争
が
開
催
さ
れ
、
一
日
中
楽
し
め

る
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。　

　

阿
武
町
こ
ど
も
館
が

10
月
５
日
に
体
育
セ
ン

タ
ー
内
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
が
学
習
、

遊
び
、
ス
ポ
ー
ツ
、
文

化
活
動
な
ど
を
と
お
し

て
健
康
で
豊
か
な
情
緒

を
育
む
こ
と
を
目
的
に
、

国
の
住
民
生
活
に
光
を

そ
そ
ぐ
交
付
金
を
活
用

し
、
体
育
セ
ン
タ
ー
内

の
研
修
セ
ン
タ
ー
を
改

修
し
整
備
し
た
も
の
で
、

児
童
ク
ラ
ブ
や
、
放
課

後
子
ど
も
教
室
、
児
童

生
徒
の
交
流
ス
ペ
ー
ス
の
機
能
を

有
し
て
い
ま
す
。

　

施
設
は
、
体
育
セ
ン
タ
ー
に
隣

接
し
て
い
る
た
め
、
体
育
セ
ン
タ

ー
屋
内
競
技
場
な
ど
も
活
用
で
き

ま
す
。
児
童
健
全
育
成
交
流
拠
点

と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
社
会
実
験
20
周
年
を
記

念
し
た
「
新
た
な
地
域
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」（
主
催
・
同
実
行
委

員
会
）が
９
月
22
日
・
23
日
の
２

日
間
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

道
の
駅
制
度
は
、
平
成
３
年
に

阿
武
町
や
旧
田
万
川
町
な
ど
で
行

わ
れ
た
社
会
実
験
を
経
て
、
平
成

５
年
４
月
に
発
足
。
現
在
、
全
国

に
約
９
７
０
を
数
え
る
ほ
ど
に
な

り
、
農
山
漁
村
の
に
ぎ
わ
い
創
出

な
ど
、
地
域
活
性
化
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
ま
す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
こ
れ
ま

で
20
年
間
の
検
証
と
、
道
の
駅
を

介
し
た
新
た
な
地
域
づ
く
り
が
討

論
さ
れ
、
当
時
の
道
の
駅
提
唱
者

や
関
係
者
ら
が
パ
ネ
ラ
ー
を
務
め

る
中
、「
こ
れ
か
ら
の
道
の
駅
は
、

福
祉
事
業
や
災
害
時
の
対
応
、
地

域
住
民
の
参
画
、
利
用
し
や
す
さ

が
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
」
な
ど
の

提
言
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

平
成
23
年
度
阿
武
町
地
球
温
暖

化
対
策
地
域
協
議
会
・
研
修
会
が

９
月
20
日
に
町
民
セ
ン
タ
ー
多
目

的
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
は
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
と
し
て
注
目
を
浴
び
て
い
る
太

陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
の

講
演
で
、
長
州
産
業
㈱
エ
ネ
ル
ギ

ー
機
器
事
業
部
の
立
林
宏
一
郎
氏

か
ら
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
太
陽
光
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
変
換
効
率
や
購
入
時

期
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。
講
師
の
立
林
さ
ん
は
「
国
や

町
の
補
助
金
や
、
深
夜
電
力
を
上

手
に
使
う
プ
ラ
ン
を
活
用
し
て
、

ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
」
と
話
さ

れ
ま
し
た
。

阿
武
町
住
宅
用
太
陽
光
発
電

　
　

シ
ス
テ
ム
設
置
費
補
助
金

補
助
金
額　

最
大
出
力
１
kw
あ
た

　

り
３
万
５
０
０
０
円
（
上
限
14

　

万
円
）

問
い
合
わ
せ
先

　

役
場
民
生
課
☎
２
―
３
１
１
３

　

今
年
で
31
回
目
を
む

か
え
る
恒
例
の「
自
然

探
訪
と
き
の
こ
狩
り
」

（
主
催
：
阿
武
町
林
業

振
興
会
・
会
長　

木
村

誠
）
が
10
月
10
日
、福

賀
亀
尻
の
山
林
で
開
催

さ
れ
、
県
内
外
か
ら
約

70
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
き
の
こ

を
求
め
て
付
近
の
山
林

へ
、
約
50
種
類
の
き
の
こ
を
採
取

し
ま
し
た
。

　

採
取
し
た
き
の
こ
に
つ
い
て
、

山
口
県
農
林
総
合
技
術
セ
ン
タ
ー

職
員
（
き
の
こ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

の
井
上
祐
一
さ
ん
と
山
口
な
ば
の

会
の
川
口
泰
史
さ
ん
は
「
ス
ギ
ヒ

ラ
タ
ケ
な
ど
昔
は
、
食
べ
ら
れ
て

い
た
も
の
で
も
、
一
度
中
毒
が
起

こ
る
と
、
毒
き
の
こ
に
分
類
さ
れ

る
」
と
説
明
。

　

参
加
者
は
手
作
り
昼
食
の
、
ム

カ
ゴ
き
の
こ
飯
、
き
の
こ
汁
を
お

な
か
い
っ
ぱ
い
楽
し
み
、
恒
例
の

松
茸
争
奪
ジ
ャ
ン
ケ
ン
大
会
や
栗

の
イ
ガ
を
使
っ
た
風
船
割
り
ゲ
ー

ム
な
ど
で
交
流
し
ま
し
た
。

あなたのまちの身近な話題をお寄せください。
役場総務課企画広報係（☎2̶3111）　E-mail : kikaku@town.abu.lg.jp

福賀で自然探訪ときのこ狩り

“里山と“山の幸”を満喫

児童の健全育成の拠点として期待

福
賀
の
梨
を
P
R

町地球温暖化協議会
で太陽光発電
システム研修会

発祥の駅でシンポジウム

福
の
里
で
梨
ま
つ
り
を
開
催

阿武町こども館を体育センター内に整備

福祉と災害時の対応
住民参画がキーワード

立
林
宏
一
郎
氏
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ふるさと彩生特集特集
地域づくり・産業振興・町づくりに生かす!!地域づくり・産業振興・町づくりに生かす!!地域づくり・産業振興・町づくりに生かす!!地域づくり・産業振興・町づくりに生かす!!地域づくり・産業振興・町づくりに生かす!!

こころのふるさとづくり人材育成研修こころのふるさとづくり人材育成研修こころのふるさとづくり人材育成研修こころのふるさとづくり人材育成研修こころのふるさとづくり人材育成研修

あ
り
の
ま
ま
の
風
景
と
、

　
　
　
　
　

や
る
気
の
人
材
が
カ
ギ
！！

　

「
地
域
づ
く
り
・
町
づ
く
り
」
を
創
造
的
、
主

体
的
に
取
り
組
む
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
を
目
的
に
、

阿
武
町
こ
こ
ろ
の
ふ
る
さ
と
づ
く
り
人
材
育
成
研

修
を
９
月
29
日
〜
10
月
１
日
、
長
崎
県
小
値
賀
町

で
開
催
し
町
内
か
ら
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

視
察
先
の
長
崎
県
小
値
賀
町
は
、
長
崎
県
五
島

列
島
の
北
部
に
位
置
し
、
近
隣
の
佐
世
保
市
か
ら

は
、
フ
ェ
リ
ー
で
２
時
間
半
の
離
島
。

　

人
口
２
７
４
７
人
（
９
月
１
日
現
在
）
で
主
な

産
業
は
、
一
次
産
業
の
農
業
と
漁
業
。
過
去
５
年

間
で
人
口
減
８
０
０
人
と
過
疎
高
齢
化
が
進
む
町

は
、
そ
う
し
た
状
況
に
も
か
か
わ
ら
ず
島
外
か
ら

観
光
客
年
間
１
万
人
。
観
光
収
入
１
億
円
、
観
光

ス
タ
ッ
フ
15
人
の
雇
用
を
生
み
出
す
事
業
を
お
こ

し
た
の
は
、
町
お
こ
し
の
カ
リ
ス
マ
、「
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
お
ぢ
か
ア
イ
ラ
ン
ド
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
会
」
専

務
理
事
・
小
値
賀
観
光
ま
ち
づ
く
り
公
社
専
務
取

締
役
の
高
砂
樹
史
さ
ん（
46
歳
）。

　

元
劇
団
員
の
高
砂
さ

ん
は
、
子
ど
も
が
生
ま

れ
た
の
を
キ
ッ
カ
ケ
に

「
人
間
ら
し
い
豊
か
さ
や

子
育
て
の
環
境
」
を
求

め
、
平
成
17
年
に
小
値

賀
に
移
住
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
立
ち
上
げ
に
参
加
。

彼
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
「
自
然
も
生
活
も
未
開
発
で

あ
る
が
ゆ
え
、
そ
こ
に
は
本
当
の
人
間
ら
し
い
営

み
が
あ
る
」
で
あ
る
。
当
初
、
コ
ピ
ー
機
も
な
い

事
務
所
で
ス
タ
ー
ト
。

　

民
泊
の
受
入
民
家
の
開
拓
、
旅
行
会
社
へ
の
売

り
込
み
、
持
ち
前
の
強
力
な
押
し
の
強
さ
で
事
業

を
拡
大
し
て
い
っ
た
。

◎
民
泊

　

今
の
小
値

賀
の
観
光
産

業
で
根
幹
を

な
す
の
が
民

泊
で
あ
る
。

民
泊
の
登
録
件
数
は
、
50
軒
に
及
び
、
ご
く
普
通

の
家
庭
に
、ご
く
自
然
に
受
け
入
れ
て
も
ら
え
る
。

　

民
泊
民
家
に
科
せ
ら
れ
た
義
務
は
、
き
れ
い
な

シ
ー
ツ
と
新
鮮
な
魚
を
提
供
す
る
こ
と
。一
次
産
業

の
副
業
と
い
っ
た
感
覚
で
あ
る
。オ
プ
シ
ョ
ン
で
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
選
択
す
る
こ
と
も
出
来
る
。牛
の

餌
や
り
や
魚
釣
り
な
ど
で
あ
る
。
民
家
が
無
理
を

せ
ず
で
き
る
体
験
が
売
り
で
、
宿
泊
料
込
み
８
０

０
０
円
で
体
験
で
き
る
。

◎
古
民
家
再
生

　

平
成
22
年
か
ら
、「
大
人
の
顧
客
」
を
タ
ー
ゲ

ッ
ト
し
た
古
民
家
再
生
事
業
を
ス
タ
ー
ト
。
東
洋

文
化
研
究
者
で
建
築
家
の
ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー
氏

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
に
よ
り
３
軒
の
古
民
家
を
改
築
。

築
１
０
０
年
の
古
民
家
が
、
古
き
美
し
さ
と
快
適

性
を
兼
ね
備
え
み

ご
と
に
生
ま
れ
変

わ
り
、
一
泊
２
食

１
万
５
０
０
０
円

で
体
験
で
き
る
。

　

ま
た
、
古
民
家

レ
ス
ト
ラ
ン
も
人

気
。
捕
鯨
、
酒
造

り
の
古
民
家
を
改

築
し
、
東
京
か
ら

シ
ェ
フ
も
呼
ん
だ
。

建
物
は
町
が
建
築
し
運
営
は
小
値
賀
ま
ち
づ
く
り

公
社
が
行
う
。

◎
魅
力
あ
る
２
島（
野
崎
島
、小
値
賀
）

　

お
ぢ
か
ア
イ
ラ
ン
ド

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
メ
イ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
は
、
野
崎

島
、
小
値
賀
島
。
島
全

体
が
国
立
公
園
と
い
う

こ
と
も
あ
り
、
都
会
で

は
味
わ
う
こ
と
が
で
き

な
い
自
然
環
境
が
そ
こ

に
あ
る
。
小
値
賀
島
か

ら
船
で
30
分
の
野
崎
島

は
、
無
人
島
。
平
成
13
年
に
最
後
の
島
民（
宮
司
）

が
離
島
、
隠
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
歴
史
的
シ
ン
ボ
ル

で
、
世
界
遺
産
候
補
の
「
旧
野
首
教
会
」
を
は
じ

め
、
野
生
の
キ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
ジ
カ
が
生
息
し
、
思

い
存
分
自
然
を
体
感
で
き
る
。

　

旧
小
中
学
校
の
木
造
校
舎
を
改
修
し
た
「
野
崎

島
自
然
学
塾
村
」（
町
所
有
、
お
ぢ
か
Ｉ
Ｔ
が
管

理
運
営
）
に
は
、
年
間
４
０
０
０
人
（
宿
泊
は
、

修
学
旅
行
や
企
業
研
修
な
ど
で
お
よ
そ
１
７
０
０

人
）
の
観
光
客
が
訪
れ
る
。

◎
最
後
に

  

お
ぢ
か
観
光
ま
ち
づ
く
り

大
使
ア
レ
ッ
ク
ス
・
カ
ー

氏
は
「
新
し
い
旅
を
作
り

出
す
に
は
、
あ
り
の
ま
ま

の
風
景
と
、
な
に
よ
り
や

る
気
の
地
元
の
人
々
が
不
可
欠
で
す
。
小
値
賀
に

は
そ
の
両
方
が
あ
り
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

我
が
町
「
阿
武
町
」
に
も
、
よ
そ
に
負
け
な
い

自
然
環
境
と
や
る
気
の
あ
る
人
材
が
お
ら
れ
ま

す
。
本
気
に
な
っ
て
町
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
で
き
れ

ば
新
た
な
観
光
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
発
で
き
る
可
能
性

を
秘
め
て
い
ま
す
。

視察先：長崎県小値賀町　研修期間：９月２９日～１０月１日 野崎島 教会

高砂樹史さん

アレックス・カー氏

た
か　
さ
ご  

た
つ　

し

古民家

野崎島体験プログラム

民泊体験
（子牛の世話）
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参 加 者 の イ ン タ ビ ュ ー

民泊の受け入れにご協力を！！
小田慎也さん（宇田中央）
【役場経済課（観光）】
　グリーンツーリズムの先進事
例として小値賀を視察しました。
著名な外国人による設計で再生
された古民家は素晴らしいもの

でした。しかし、私は地域らしさを感じるこ
とができませんでした。極端な話、この建物
は小値賀ではなく京都にあってもいいと思う
のです。その点、民泊ではお父さんの苦労話
や地域で獲れた魚料理など、地域らしさを感
じることができました。民泊は古民家ステイ
より受け入れる側の手間も掛かりますし儲け
も少ないですが、旅行者が地域らしい体験を
することができますし、また受け入れ側も普
段関われない方々と関わることで良い刺激と
なります。現在、阿武町の民泊受入は十軒程
度とまだまだ少ないのが実情です。民泊の受
け入れに町民の皆様のご協力をお願いします。

離島から心の通う町づくりを発信
竹内宏子さん（宇田地）
　佐世保からフェリー
で３時間の波を超え、
出会いを求めて人が集
まる島、17の島から
なる「小値賀町」を研修

しました。平成の大合併時代にも、
この島は「自立」を選択し町が強く打
ち出す町民主体の観光ツーリズム、
島での民泊体験、気さくで和やかな
雰囲気にすることを目的に人と人と
の出会いが密に感じられる古民家、
今回参加し、島全体で町おこしをし
ている姿を、肌で感じました。貫く
のはコンセプト、豊かな海、広大な
緑の多い自然、まさに阿武町も同じ
だと思い身近に感じました。阿武町
も民泊、古民家で地域づくりが出来
たら人口定住につながらないでしょう
か。

これからの阿武町に求められ
るもの　猪俣　靖さん（東方）
　人口2,800人余りの小さな島小
値賀が、年間人口を上回る訪問客
を引きつけるわけは、数十軒ある
民泊受け入れ家庭、数件の古民

家、そして日常からかけ離れた異時空間である
無人島体験…をうまく組み合わせたことがキー
ポイント。また講師高砂氏の「まず前に進めて
みる」精神。機関車みたいなリーダーシップ。
阿武町も、新しい魅力の発掘と既にある“売り
物件”をどう組み合わせるかが大事。しかし、
小値賀も全てが順調に進んできたわけでもない。
氏の言葉「子供たちには大学進学はあきらめて
もらう」には、厳しい現実がにじんでいた。

自然の美しさと人
の温かさが何より
の〔おもてなし〕
吉岡享子さん（下東郷）
　古民家宿泊という言
葉に惹かれ参加した今

回の国内研修でしたが、今は無人島
で教会のある野崎島の散策や民泊な
ど、貴重な体験をすることが出来ま
した。民泊先のご夫婦は神奈川県か
らのＩターンで、農業をしながら民
泊をされていました。新鮮な魚と家
庭料理を囲み、食べて、飲んで、喋
って、とても楽しい一夜でした。お
洒落な古民家も良いけど、小値賀の
自然の美しさと人の温かさが何より
の〔おもてなし〕だと思いました。
この研修に参加できたことを感謝し
ます。そして阿武町および同行され
た皆さん「お世話になりました！」

「本気でまた来たい」と思
った　田中寛治さん（釜屋）
　観光事業で成功している
「おぢかアイランドツーリ
ズム」の事例に興味を持ち
参加させて頂きました。事

前のチェックもそこそこに実体験。初日は
無人になった野崎島を探検、廃墟を見て昔
の生活様式を想像し、野首天主堂では隠れ
キリスタンが受けた迫害の話で心が痛みま
した。その夜は、古民家を再生し最新の設
備を備え、まるで高級ホテルのスイートル
ームに匹敵する空間が演出されており、大
変落ち着いた雰囲気の中で旅の疲れを癒す
ことが出来ました。次の日はこのツーリズ
ム立上げの苦労話を聞いて感銘を受け、そ
の夜の民泊体験では、島の人なつこい人
々の心に触れ、本気で「また来たい」と思
った次第です。最後にこれらを融合させ、
うまく演出し、島を挙げてのツーリズム事
業にしているところが参考になりました。

古民家再生型民泊検討中　飯田広さん、
成美さん夫妻（宇生賀中央）　再生古民家で
学ぶ事も多いが、この形は阿武町に必要は
無いと考える。二泊目は漁師の普通のお宅
での民泊で山と海の幸を堪能。食事が美味
しかった。心が感じる自然体の接待には感

動し改めて人は心なんだと痛感。古民家再生型民泊＆喫茶をしたい
私には古民家での感性と民泊での体験を生かし、小値賀町に負けて
ない自然美しい阿武での開業に一歩前進の研修でした。（広さん）
心が感じる自然体の接待　まず最初に国内研修させて頂きありが
とうございます。宿泊させて頂いた民泊は同年代の方で島にＩター
ンし、島民に受け入れられ頑張ってるお宅でした。水回り改装がな
され、清潔感ある心地良いもので、ホテルの宿泊になれてる年代に
も受け入れられると感じ、この様な空間を提供できるよう頑張りた
いと思いました。（成美さん）

私にできる
ことから行動
茂刈チズ子さん
（尾無）
　私が感じた小
値賀は素晴らし

いところだが、朝早く起きて町
を散歩して感じたことは、住
民が納得できる故郷再生とは
何かを考えさせられました。
それが何かは、これからの課
題ですが小値賀の手法を真似
することなく私に出来ること
から…やろうと思う。これで
阿武町の人材育成研修も、徳
島・上勝の横石さん、鹿児島
・柳谷の豊重さん、今回小値
賀の高砂さんの「地域づくり
３大カリスマ」とその地域を
研修したことになりますが…。



奈
古
寿
齢
大
学
９
月
講
座
開
催

　

奈
古
寿
齢
大
学
９
月
講
座
を
９

月
14
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

初
め
は
、
萩
警
察
署
大
村
秀
一

交
通
安
全
係
長
に
よ
る
講
話
で
、

高
齢
者
が
関
わ
る
交
通
事
故
が
増

加
す
る
中
、
「
あ
わ
な
い
・
起
こ

さ
な
い
」た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
映
像
を
交
え
、

分
か
り
や
す
く
お
話
し
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
民
生
課
の
斉
藤
保
健
師
か
ら
、
福
島
県
会
津

若
松
市
へ
の
災
害
支
援
の
経
験
を
も
と
に
「
災
害
派
遣
か

ら
学
ん
だ
す
ぐ
に
で
き
る
防
災
対
策
」
に
つ
い
て
被
災
地

の
様
子
を
聞
き
ま
し
た
。

　
『
災
害
は
い
つ
起
き
る
か
わ
か
ら
な
い
』と
い
う
気
持
ち

で
、
物
の
準
備（
非
常
用
持
ち
出
し
袋
）・
心
の
準
備
（
家

族
や
近
所
の
人
と
の
会
話
）
・
地
域
の
準
備
（
避
難
場
所

や
方
法
の
確
認
）
が
大
切
で
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

奈
古
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
９
月
講
座
開
催

 

「
や
っ
ぱ
り
新
米
は
う
ま
い
！
」

　

奈
古
メ
ン
ズ
キ
ッ
チ
ン
９
月
講

座
を
９
月
22
日
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
、「
新
米
塩
む
す
び
を
喰

う
会
」
と
し
て
、
平
成
の
名
水
百

選
で
あ
る
「
三
明
戸
湧
水
」（
萩
市

大
井
）
で
炊
い
た
大
井
産
の
新
米

で
塩
む
す
び
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

慣
れ
な
い
手
つ
き
で
、
い
ろ
ん
な
形
の
む
す
び
が
で
き
あ

が
り
ま
し
た
。
メ
ニ
ュ
ー
は
他
に
「
あ
じ
の
フ
ラ
イ
・
鶏

の
唐
揚
げ
」
「
焼
き
な
す
の
み
そ
汁
」
「
ヨ
ー
グ
ル
ト
サ

ラ
ダ
」
「
き
ゅ
う
り
の
漬
け
物
」
で
す
。

　

で
き
あ
が
っ
た
料
理
は
、
バ
イ
キ
ン
グ
形
式
で
楽
し
く

各
自
取
り
分
け
て
戴
き
ま
し
た
。

地
区
は
黄
（
宇
生
賀
）
学
校
は
赤
が
優
勝

福
賀
地
区
秋
季
大
運
動
会

　

保
小
中
と
地
域
が
一
体
と
な

っ
て
合
同
で
開
催
す
る
福
賀
地

区
秋
季
大
運
動
会
が
９
月
11
日

（
日
）に
「
集
ま
れ
元
気
！
心
ひ

と
つ
に　

福
賀
ひ
と
つ
に
」
の

ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

絶
好
の
ス
ポ
ー
ツ
日
和
に
恵

ま
れ
、
様
々
な
競
技
に
終
日
熱

い
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
学

校
の
部
で
は
赤
組
が
、
地
域
の

部
で
は
黄（
宇
生
賀
）チ
ー
ム
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し
た
。

　

ス
ロ
ー
ガ
ン
ど
お
り
、
福
賀
の
元
気
が
一
堂
に
会
し
た

素
晴
ら
し
い
運
動
会
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
宝
塚
歌
劇
を
鑑
賞

婦
人
会
・
Ｊ
Ａ
女
性
部
合
同
研
修
視
察

　

福
賀
婦
人
会
と
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
女
性
部
福
賀
支
部

合
同
の
研
修
視
察
が
、
９
月
26
日（
月
）・
27
日（
火
）の

一
泊
二
日
の
日
程
で
兵
庫
・
岡
山
両
県
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
道
の
駅
見
学
や
ソ
ー
メ
ン
で
有
名
な
揖
保
の
糸
な
ど

産
業
振
興
に
つ
い
て
の
研

修
が
主
な
内
容
で
し
た
が
、

途
中
に
は
宝
塚
大
劇
場
で

の
歌
劇
鑑
賞
や
平
成
の
大

改
修
を
行
っ
て
い
る
国
宝

姫
路
城
天
空
の
白
鷺
の
見

学
な
ど
も
組
み
込
ま
れ
、

盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で

充
実
し
た
研
修
を
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

宇
田
郷
地
区
盆
踊
り
大
会
開
催

宇
田
郷
地
区
盆
踊
り
大
会
開
催

宇
田
郷
エ
ア
ロ
ビ
健
康

体
操
教
室　

公
開
講
座
開
催

　

宇
田
郷
エ
ア
ロ
ビ
健
康
体
操
教
室
公
開
講
座
が
、
８
月

29
日（
月
）午
後
７
時
30
分
か
ら
宇
田
ふ
れ
あ
い
ク
ラ
ブ

の
主
催
で
、
阿
武
町
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
32
人
の
参
加
で
年
齢
層
は
20
〜

80
代
と
幅
広
く
、
男
性
も
５
人
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
陽
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

指
導
に
よ
り
、
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
、
次
に
軽
め
の
エ

ア
ロ
ビ（
リ
ズ
ム
体
操
）、
ス
ト
レ
ッ
チ
を
行
い
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
に
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
エ
ア
ロ
ビ
の
サ
ー
ク
ル
の

皆
さ
ん
に
は
、
物
足
り
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
大
勢
の

皆
さ
ん
と
一
緒
に
出
来
る
の
で
楽
し
く
て
良
か
っ
た
」。

　

ま
た
、
男
性
の
ひ
と
り
は
「
初
め
て
で
も
簡
単
で
、
大

勢
の
中
で
和
や
か
に
楽
し
く
で
き
た
」
と
好
評
で
し
た
。

　

次
回
は
10
月
24
日
（
月
）
に
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
誘
い
合
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

秋
祭
り
・
野
山
に
こ
だ
ま
す
ど
ん
ど
こ
・

　

ぴ
ー
ひ
ゃ
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
開
催

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
９
月
15
日（
木
）午
後
７

時
30
分
か
ら
宇
田
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
秋
も
深
ま
る
夜
空
の
も
と
で
、
35
人
が
参
加
し

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

【
ゴ
ー
ル
ド
の
部
】　
　
　
　

【
レ
デ
ィ
の
部
】

優　

勝　

西
村
弘
義（
宇
田
中
央
）　

清
水
紀
美
子（
宇
田
浦
）

準
優
勝　

藤
村
マ
ツ
子（
宇
田
中
央
）　

恵
美
奈
美
智
代（
宇
田
浦
）

第
３
位　

梅
田
好
子（
宇
田
浦
）　

柳
井　

洋
子（
宇
田
中
央
）

【
フ
リ
ー
の
部
】

優　

勝　

光
永
哲
男（
山
口
）

準
優
勝　

近
藤
政
一（
宇
田
中
央
）

第
３
位　

伊
藤
敬
久（
宇
田
中
央
）

18

青空の下で気持ちよく競技できました大改修中の国宝姫路城
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シリーズ　奈古高はいま

プロに学ぶ、
ロールケーキの製造
（民間講師招へい事業）

関西方面へ修学旅行

　

今
年
３
月
、
東
日
本
で
大
震
災

が
起
こ
り
ま
し
た
。
生
徒
会
は
被

災
者
の
た
め
に
な
に
か
手
助
け
は

で
き
な
い
か
と
話
し
合
い
、
震
災

後
直
ち
に
募
金
活
動
を
し
て
義
援

金
を
寄
付
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
現

地
の
惨
状
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な

る
に
つ
れ
て
、
生
徒
か
ら
「
も
っ

と
被
災
者
の
方
々
の
手
助
け
を
し

た
い
」
と
い
う
意
見
が
多
く
出
さ

れ
ま
し
た
。
生
徒
会
で
話
し
合
っ

た
結
果
、
校
内
で
再
度
募
金
活
動

を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
募

金
箱
を
２
箱
作
成
し
、
昼
休
み
に

生
徒
会
役
員
が
ク
ラ
ス
を
回
り
募

金
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。
集
ま
っ

た
お
金
は
夏
休
み
前
に
阿
武
町
社

会
福
祉
協
議
会
へ
義
援
金
と
し
て

寄
付
し
ま
し
た
。

　

金
額
は
わ
ず
か
で
す
が
各
自
が

小
遣
い
を
出
し
合
っ
た
心
の
こ
も

っ
た
お
金
で
す
。
ぜ
ひ
活
用
し
て

ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

夏
休
み
も
終
わ
り
間
近
の
８
月

27
日
、
京
都
大
学
交
響
楽
団
の
演

奏
会
が
阿
武
町
町
民
セ
ン
タ
ー
文

化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
校
吹
奏
楽
部
は
、
第
２
部
の

１
曲
目
『
ス
ト
リ
ー
ト
・
パ
フ
ォ

ー
マ
ー
ズ
・
マ
ー
チ
』
で
京
都
大

学
交
響
楽
団
の
方
々
と
の
共
演
の

機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

演
奏
会
前
日
26
日
に
は
、
１
時

間
程
度
、
木
管
楽
器
は
町
民
ホ
ー

ル
で
、
金
管
・
打
楽
器
は
本
校
で

パ
ー
ト
ご
と
に
練
習
を
見
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
本
校
吹
奏
楽
部
員

は
緊
張
し
な
が
ら
も
、
格
段
に
技

術
の
高
い
演
奏
・
指
導
に
触
れ
多

く
の
こ
と
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
京
都
大
学
交
響
楽
団
の

方
々
と
一
緒
に
演
奏
し
、
満
員
に

近
い
会
場
の
多
く
の
観
客
か
ら
盛

大
な
拍
手
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ほ
ん
の
短
い
時
間
で
１
曲
だ
け

と
い
う
ご
く
わ
ず
か
な
体
験
で
し

た
が
、
本
校
部
員
に
と
っ
て
は
限

り
な
く
貴
重
な
、
自
分
自
身
の
財

産
と
な
る
よ
う
な
体
験
と
な
り
ま

し
た
。

　

生
物
資
源
科
学
科
３
年
生
（
食

品
コ
ー
ス
11
人
）
が
、
９
月
８
日

（
木
）に
、
萩
市
の
洋
菓
子
店
『
プ

チ
・
シ
ャ
ト
ー
』
の
オ
ー
ナ
ー
シ

ェ
フ
・
宮
本
さ
ん
か
ら
ロ
ー
ル
ケ

ー
キ
の
製
造
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
年
で
６
年
目
を
迎
え
る
こ
の

講
習
会
は
、
生
徒
に
と
っ
て
プ
ロ

の
技
を
学
べ
る
貴
重
な
機
会
と
な

っ
て
い
ま
す
。
味
を
引
き
立
て
る

た
め
に
、
ロ
ー
ル
ケ
ー
キ
の
生
地

に
は
ジ
ェ
ノ
ワ
ー
ズ
を
、
ホ
イ
ッ

プ
ク
リ
ー
ム
に
は
ク
レ
ー
ム
・
シ

ャ
ン
テ
ィ
ー
を
使
用
し
て
い
る
こ

と
が
紹
介
さ
れ
、
実
際
に
ロ
ー
ル

ケ
ー
キ
を
作
り
な
が
ら
丁
寧
に
指

導
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。　

　

そ
の
後
、
班
に
分
か
れ
て
実
際

に
製
造
を
行
い
ま
し
た
。
当
然
、

宮
本
さ
ん
の
よ
う
な
手
捌
き
に
は

届
き
ま
せ
ん
が
、
そ
の
都
度
、
細

や
か
な
指
導
と
説
明
に
よ
り
、
ロ

ー
ル
ケ
ー
キ
を
作
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
シ
ェ
フ
の
素
晴
ら
し
い

「
プ
ロ
の
技
」
に
、
生
徒
は
驚
き

と
、
感
動
で
い
っ
ぱ
い
の
様
子
で

し
た
。

　

本
校
の
卒
業
生
に
は
、
プ
チ
・

シ
ャ
ト
ー
に
就
職
し
頑
張
っ
て
い

る
人
も
い
ま
す
。
今
年
も
洋
菓
子

業
界
、
ま
た
食
品
業
界
で
活
躍
す

る
生
徒
が
多
く
出
て
く
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　　

９
月
27
日
か
ら
30
日
ま
で
の
４

日
間
、
本
校
２
年
生
51
名
は
神
戸

・
大
阪
へ
修
学
旅
行
に
行
っ
て
き

ま
し
た
。
今
年
は
３
月
11
日
に
起

き
た
東
日
本
大
震
災
の
影
響
を
考

え
、
関
東
か
ら
関
西
に
急
き
ょ
変

更
し
て
の
旅
行
と
な
り
ま
し
た
。

　

神
戸
で
は
、
阪
神
大
震
災
の
教

訓
と
備
え
を
学
ぶ
「
人
と
防
災
未

来
セ
ン
タ
ー
」、
ク
ッ
キ
ー
や
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
を
製
造
し
て
い
る
「
森

永
製
菓
塚
口
工
場
」
な
ど
を
見
学

し
ま
し
た
。
大
阪
で
は
大
阪
市
内

を
中
心
と
し
た
班
別
自
主
研
修
や
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ

ャ
パ
ン
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）
で
の
自
主
研

修
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
計
画
に
従

っ
て
見
学
し
た
り
体
験
し
た
り
、

時
間
を
有
効
に
活
用
し
大
い
に
見

聞
を
深
め
ま
し
た
。
最
終
日
は
、

大
阪
城
の
見
学
、
な
ん
ば
グ
ラ
ン

ド
花
月
で
の
観
劇
の
後
帰
路
へ
・

・
・
。

　

高
校
生
活
で
最
も
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
で
あ
る
修
学
旅
行
、
そ
れ
ぞ

れ
に
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
と
て
も
思
い
出
深
い
も

の
と
な
り
ま
し
た
。

東日本大震災への
二度目の義援金

吹奏楽部、京都大学交響楽団と共演

社会福祉協議会に義援金を寄附

森永製菓塚口工場を見学

京大演奏会共演

大
阪
城
を
見
学
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　来年度は、ピカピカの１年生男子が３人入学します。年
長さんの３人は走り終わった後に５・６年生の騎馬に乗っ
て、お披露目と自己紹介をしました。
　また、「いろいろしっぽとり」の団体戦も一緒に競技し
ました。入学してくるのを楽しみに待っています。

保育園・小学校連携

小学校・中学校連携

教育のひろば

　小学生・中学生の運動会実行委員を中心にして
夏休み前から計画を立て、準備をしてきました。
当日は、競技や応援合戦で火花を散らしました。

福賀地区秋季大運動会（福賀小学校・福賀中学校）

　今年も「みんな集まれ！」の競技では、赤白それぞれの
ブルーシートの上にどれだけたくさんの地域の人を集めて
乗ってもらうかを競いました。小学生・中学生が自分のチ
ームのシートに乗ってもらうために各地区のテントを回っ
て人を集めました。今年は、進行の関係で、集める時間がかなり短縮されましたが、会場の方々
がほとんどみんな集まりました。子どもたちでなく、スローガンの「福賀一つに」が結集した
瞬間でした。赤８９人、白１０３人と合計１９２名の方に参加していただきました。

福賀地域との連携

　赤組のシンボルキャラクターは「Loveと
うがらし」。「Love」には福賀大好きとい
う気持ちが込められています。「とうがら
し」のように、熱く燃えました。総合の部
では見事に優勝しました。

　シンボルキャラクター「１４（フォーティ
ーン）カッピー」をかかげ「波を起こせ　
波にのれ　白組」のテーマのもと、チーム
ワークで勝負しました。応援合戦では見事
優勝を果たしました。

9月11日開催
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重量上げのポーズ

おきあがりこぼし
のポーズ

おなかひっこむぞ～う
体操をやってみるゾウ!!

ぽっこりおなかひっこめたい！！
そんな人はぜひチャレンジをしてみてください。テレビを観ながらでもできますよ！

・無理をしない･･･頑張りすぎたり、無理な姿勢をとると次の日にひびいてしまうことも!!
・息を止めない･･･息を止めると血圧が上がります。呼吸をしながらゆっくり伸ばしましょう!!
・使っている筋肉を意識する･･･より効果的です!!

・軽く膝を曲げて座る

・後に手をおき、軽く膝を曲げる ・両膝を胸のあたりに引き寄せる

・後ろに倒しすぎない程度、
　もしくはお腹に力が入る程度に行う

“４ぞう体操” は、萩ケーブルネットワーク『ｉｉネットあぶ』で放送中です。
ぜひテレビを見ながら一緒にやってみてください。みんなで続けて、元気になるぞ～う！

★１つの動作はゆっくりと10回×２セットを週に３回程度行いましょう！★

❶
ここに効く！
おなかの中心

ここに効く！
よこ腹

ここに効く！
よこ腹

❷

❸

❹

・
左
手
を
頭
に
置
き
、

　

体
を
右
側
に
倒
す

・
姿
勢
を
よ
く
し
て
両
腕
を
組
む

　

（
正
座
・
あ
ぐ
ら
・
立
位
ど
の

　

姿
勢
で
も
よ
い
）

・
右
手
を
頭
に
置
き
、

　

体
を
左
側
に
倒
す

ここに効く！
おなかの中心・
下腹（骨盤周辺）

おりまげる～
のポーズ

ぞうきんしぼる
のポーズ

体をひねります。
反対側も同じよう
にひねります！

ポイント：膝をひらかない

ポイント：肩に力を入れない

ポイント：姿勢が
くずれないようにする

ポイント：反動をつけない
体の中心を意識してひねる

金子保健師
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●国民年金保険料は、所得税及び住民税の申告において全額が社会保険料控除の対象となります。
　（その年の１月１日から12月31日までに納付した保険料が該当します。）
●この社会保険料控除を受けるためには、支払ったことを証明する書類の添付が義務付けられています
ので、平成23年１月１日～９月30日までの間に国民年金保険料を納付された方に対し、「社会保険料
（国民年金保険料）控除証明書」が本年10月下旬～11月上旬までに日本年金機構から送付されます。
年末調整や確定申告の際には必ずこの証明書（又は領収証書）を添付してください。
　　なお、10月１日～12月31日までの間に今年はじめて国民年金保険料を納付された方には、来年
の１月下旬に送付されます。
●ご家族の国民年金保険料を納付された場合も、納付されたご本人の社会保険料控除の申告に加えるこ
とができますので、ご家族あてに送られた控除証明書を添付して申告してください。
　　「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」についてのご照会は、控除証明書のはがきに表示さ
れている年金事務所へお問い合わせください。
■問い合わせ先　日本年金機構萩年金事務所　☎０８３８－２４－２１５８
　　　　　　　　阿武町役場住民課　　　　　☎０８３８８－２－０５００
　　　　　　　　日本年金機構ホームページ　http://www.nenkin.go.jp/

「社会保険料（国民年金保険料）控除証明書」が発行されます
～年末調整・確定申告まで大切に保管を！～

年金のたより

■
日
時　

11
月
19
日（
土
）
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
場
所　

森
の
館
萩（
福
井
下
、
阿
武
萩
森
林
組
合
）

■
内
容　

バ
ン
ブ
ー
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
、
チ
ェ

ー
ン
ソ
ー
ア
ー
ト
、
丸
太
早
積
み

ゲ
ー
ム
、木
工
ク
ラ
フ
ト
、
木
工

教
室
、
椎
茸
駒
打
ち
、
お
楽
し
み

抽
選
会
、
も
ち
ま
き
な
ど　

※

各

地
域
の
特
産
品
販
売
あ
り
ま
す
。

■
主
催

　

萩
地
域
林
業
振
興
会
連
絡
協
議
会

■
問
い
合
わ
せ
先　

萩
農
林
事
務
所

　

森
林
部
森
林
づ
く
り
推
進
課

　

☎
０
８
３
８
ー
22
ー
３
３
６
６

　

萩
税
務
署
で
は
、「
税
を
考
え
る
週
間
」の
行
事

と
し
て
、
管
内
の
児
童
・
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
応

募
し
て
い
た
だ
い
た
租
税
作
品
（
絵
は
が
き
・
作

文
・
習
字
）
を
展
示
し
ま
す
。

◆
展
示
場
所
・
期
間

・
ア
ト
ラ
ス
萩
店
１
階　

11
／
３（
木
）〜
10（
木
）

・
萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り　

11
／
12（
土
）〜
13（
日
）

・
萩
市
役
所
ロ
ビ
ー　

11
／
14（
月
）〜
17（
木
）

　

管
内
の
源
泉
徴
収
義
務
者
の
方
を
対
象
に
し
た

年
末
調
整
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
場
所
・
日
時

・
萩
市
田
万
川
総
合
事
務
所
２
階
大
会
議
室

　

11
／
17（
木
）　

午
前
10
時
〜
正
午

・
萩
市
民
館
大
ホ
ー
ル

　

11
／
18（
金
）　

午
前
10
時
〜
正
午

　
「
不
正
ガ
ソ
リ
ン
」と
は
、
正
規
の
ガ
ソ
リ
ン
に

ガ
ソ
リ
ン
以
外
の
も
の（
灯
油
な
ど
）を
混
ぜ
た
も

の
で
、
車
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
ば
か
り
で
な
く
、

揮
発
油
税
の
脱
税
行
為
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

◎
ガ
ソ
リ
ン
に
何
か
を
混
ぜ
て
販
売
し
て
い
る
噂

を
聞
い
た　

◎
ガ
ソ
リ
ン
給
油
後
、
車
の
調
子
が
お
か
し
い

（
例
）
○
エ
ン
ジ
ン
が
か
か
り
に
く
く
な
っ
た

　
　
　

○
走
行
中
、
ノ
ッ
キ
ン
グ
す
る
よ
う
に
な
っ
た

　
　
　

○
加
速
性
や
燃
費
が
悪
く
な
っ
た

　
　
　

○
排
気
ガ
ス
の
色
や
ニ
オ
イ
が
お
か
し
く
な
っ
た

◎
ガ
ソ
リ
ン
の
給
油
時
に
、
変
な
ニ
オ
イ
が
し
た

◆
広
島
国
税
局
『
不
正
ガ
ソ
リ
ン
１
１
０
番
』
は

　
　

0
1
2
0
―
2
8
3
―
1
1
0 
で
す

■
日
時　

12
月
３
日（
土
）・
17
日（
土
）、
１
月
14
日

　
（
土
）　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
場
所　

東
光
寺
周
辺
竹
林
ほ
か
（
萩
市
椿
東
）　

■
内
容　

竹
材
を
活
用
し
た
も
の
づ
く
り
や
、
竹
に

関
す
る
基
礎
的
な
知
識
、
竹
林
整
備
の
基
本
技
術

の
習
得
に
係
る
講
義
、
実
習

■
募
集
人
数　

20
人（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

■
主
催　

山
口
県
農
林
事
務
所

■
問
い
合
わ
せ
先　

萩
農
林
事
務
所
森
林
部
森
林
づ

　

く
り
推
進
課　

☎
０
８
３
８
ー
22
ー
３
３
６
６

「
す
ぐ
で
き
る
！
竹
活
用
術
講
座
」

〜
竹
林
の
手
入
れ
や
竹
の

　
　

活
用
に
つ
い
て
学
び
ま
せ
ん
か
！
〜

阿
武
川
流
域

森
林
だ
く
さ
ん
祭
り
２
０
１
１

〜
森
の
恵
み
を
体
感
し
て
み
ま
せ
ん
か
〜

○「
税
を
考
え
る
週
間
」11
／
11（
金
）〜
17（
木
）

○
年
末
調
整
説
明
会
の
ご
案
内

○
不
正
ガ
ソ
リ
ン
に
関
す
る

　
　

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
！！

萩
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ



　現在、営業を休止している、道の駅阿武町にある日本海温泉テ
ルメ阿胡について、このたび専門家による耐震診断を行ったとこ
ろ、塩害等による腐食が進んでおり、大規模な地震等が発生した
場合、現状では危険との判断がなされました。このため、日本海
温泉テルメ阿胡は無期限の休業をさせていただきます。

回数券、利用券の返金等手続きは発祥交流館で！！  期間は原則来年の３月末まで
　日本海温泉テルメ阿胡の回数券や利用券をお持ちの方は、額面どおりの返金をさせていただくか、温水
プールの利用券と交換させていただきます。返金の手続きは道の駅阿武町の発祥交流館において行います。
また、返金の期間は、原則、来年の３月末日とさせていただきます。お早めの手続をお願いします。

平成4年の竣工から20年が経過
完成当時のテルメ阿胡

こ
れ
か
ら
は　

女
（
ひ
と
）
と
男
（
ひ
と
）
と
で
創
る
街

女
と
男
の
一
行
詩

ひ
と

ひ
と
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阿武町では消防団への入団者を募集しています阿武町では消防団への入団者を募集しています
　年　年齢１８齢１８歳以上で、町内に居住している方であれば、入団できます。団員の歳以上で、町内に居住している方であれば、入団できます。団員の
年齢層は幅広く、会社員、自営業者など様々な職種の方が消防団員として活躍年齢層は幅広く、会社員、自営業者など様々な職種の方が消防団員として活躍
しています。団員には年額・出動報酬の支給や制服貸与等があります。入団やしています。団員には年額・出動報酬の支給や制服貸与等があります。入団や
処遇に関する詳しいことは、役場総務課処遇に関する詳しいことは、役場総務課　☎２－３１１０　☎２－３１１０までまで
　あなたも街の安全・安心を守る消防団員として地域に貢献してみませんか。　あなたも街の安全・安心を守る消防団員として地域に貢献してみませんか。

阿武町では消防団への入団者を募集しています
　年齢１８歳以上で、町内に居住している方であれば、入団できます。団員の
年齢層は幅広く、会社員、自営業者など様々な職種の方が消防団員として活躍
しています。団員には年額・出動報酬の支給や制服貸与等があります。入団や
処遇に関する詳しいことは、役場総務課　☎２－３１１０まで
　あなたも街の安全・安心を守る消防団員として地域に貢献してみませんか。

阿武町

第2回やまぐちアディクションフォーラム
　コントロールの効きにくい習慣やのめり込みを「アデ
ィクション」といい、お酒やくすり、ギャンブルが典型
です。この問題を理解する場として、フォーラムを開催
します。
●と　き　10月30日（日）午前10時～午後4時
●ところ　山口県セミナーパーク
●内　容　午前：依存症者本人、家族の体験談
　午後：①講演　講師：香山雪彦氏（福島学院大学教授
　／医師）②分科会（グループに分かれてミーティング）
●参加費　無料（事前申込不要）
●問い合わせ先　山口県精神保健福祉センター
　　　　　　　　（☎0835-27-3480）

富士通コンコード ジ
ャ
ズ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル料金　全席指定　8,500円

問い合わせ先　阿武町町民センター  ☎（08388）2－2044

　　　　　　　　　　　竣工から20年が経過
耐震診断の結果、無期限の休業に！！
日本海温泉テルメ阿胡日本海温泉テルメ阿胡日本海温泉テルメ阿胡日本海温泉テルメ阿胡日本海温泉テルメ阿胡

日時：11月６日㊐　場所：町民センター文化ホール
開場：午後6時　開演：午後7時

消防団員募集



（外）玉 木 病 院 瓦　町 ㉒0030
（内）中嶋クリニック 今古萩町 ㉒2206
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）齋　藤　医　院 奈　古 ②2838
（歯）まつうら歯科医院 古魚店町 ㉖1182

（外）玉 木 病 院 瓦　町 ㉒0030
（内）わたぬきクリニック 東浜崎 ㉕2020
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）萩市むつみ診療所 吉部上 ⑥0149
（歯）まつお歯科医院 無田ヶ原 ㉖1222

（外）池本整形外科 玉江浦 ㉕7575
（内）玉 木 病 院 瓦　町 ㉒0030
（児）いわたにこどもクリニック 椿　東 ㉔2100
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）萩市国保川上診療所 川　上 ◯542014
（歯）南崎歯科医院 　椿 ㉒3718

（外）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（内）中　坪　医　院 今魚店町 ㉒5430
（産）都 志 見 病 院 江　向 ㉒2811
（郡）福 賀 診 療 所 福　賀 ⑤0863
（歯）村上歯科医院 唐樋町 ㉕2828

（外）メディカルポート萩 堀　内 ㉔0082
（内）山本内科胃腸科 前小畑 ㉖0077
（産）なかむらレディースクリニック 熊谷町 ㉒1557
（郡）松　井　医　院 下田万 ②0345
（歯）すえます歯科医院 椿　東 ㉑4525
※当番医の確認は役場または各支所へ
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休日当番医

お し ら せ

10月23日（日）

10月30日（日）

11月3日（木）

11月6日（日）

11月13日（日）

緊急の場合は１１９番

女
と
男
の
一
行
詩

家
事
育
児
・
園
の
役
員
ま
で
こ
な
し　

マ
マ
友
多
い
夫
に
脱
帽

ひ
と

ひ
と

最
低
賃
金
中
小
企
業

　

支
援
事
業
の
ご
案
内

恒
例
の
ル
ー
ラ
ル
３
１
５・

３
７
６
フ
ェ
ス
タ
を

　
　
　

福
の
里
で
開
催
！

事
業
所
で
加
入
し
ま
せ
ん
か

働
く
人
の
ハ
ー
ト
ピ
ア
共
済

最
低
賃
金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

・
コ
ー
ナ
ー
の
ご
案
内

　

平
成
23
年
４
月
よ
り
最
低
賃
金
の

引
上
げ
に
向
け
た
中
小
企
業
へ
の
支

援
策
と
し
て
、
山
口
労
働
局
か
ら
委

託
を
受
け
た
中
小
企
業
団
体
等
が
、

生
産
性
の
向
上
等
の
経
営
改
善
に
取

り
組
む
中
小
企
業
の
労
働
条
件
管
理

な
ど
の
相
談
等
に
つ
い
て
常
駐
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し
て
、
ワ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
す
る
総
合
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
同
セ
ン

タ
ー
で
は
、
労
働
条
件
管
理
等
の
専

門
家
の
派
遣
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ぜ

ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。  

▼
問
い
合
わ
せ
先　

山
口
県
最
低
賃

　

金
総
合
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
山

※

事
業
者
が
従
業
員
の
た
め
に
共
済

　

掛
金
を
負
担
さ
れ
た
場
合
は
、
損

　

金
ま
た
は
必
要
経
費
と
し
て
算
入

　

で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先 

阿
武
町
勤
労
福

　

祉
共
済
会　

役
場
経
済
課

　

☎
２―

３
１
１
４

　

口
県
中
小
企
業
団
体
中
央
会
内
）

　

山
口
市
中
央
４
丁
目
５―

１
６

　

☎
０
８
３―

９
２
２―

２
６
０
６

▼
担
当
地
域　

山
口
県
内
全
域

先
着
１
８
０
人
の
方
に

　
　
　
　

地
元
産
品
プ
レ
ゼ
ン
ト
！！

▼
日
時　

11
月
12
日（
土
）、13
日（
日
）

　

９
時
30
分
〜
15
時

▼
場
所　

福
の
里
直
売
所
（
福
賀
の

　

国
道
３
１
５
号
線
沿
）

▼
内
容　

も
ち
ま
き
：
12
日
・
13
日

　

午
前
11
時
30
分
〜

　

販
売
コ
ー
ナ
ー
：
新
鮮
野
菜
、
う

　

も
れ
木
の
郷
と
う
ふ
、
手
作
り
パ

　

ン
な
ど
の
加
工
品
の
販
売

　

飲
食
コ
ー
ナ
ー
：
手
打
ち
そ
ば

　
（
福
賀
産
そ
ば
粉
１
０
０
％
）、
ぜ

　

ん
ざ
い（
福
賀
産
あ
ず
き
）

体
験
コ
ー
ナ
ー
：
杵
つ
き
も
ち
体

験
・
き
な
粉

挽
き
体
験
・

野
菜
直
採
り

体
験
（
５
０

０
円
で
袋
詰

め
放
題
）

そ
の
他
：
国

道
３
１
５
・

３
７
６
号
線
沿
の
各
朝
市
・
直
売

所
で
特
産
品
の
販
売
や
、
抽
選
で

地
域
特
産
品
が
当
た
る
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

▼
特
典　

福
の
里
会
場
オ
リ
ジ
ナ
ル

　

の
く
じ
引
き
で
先
着
１
８
０
人
の

　

方
に
地
元
産
品
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を

　

用
意
し
て
い
ま
す
。（
空
く
じ
な
し
）

　

ぜ
ひ
、
ご
家
族
・
お
友
達
同
士
で

ご
来
場
く
だ
さ
い
！

▼
問
い
合
わ
せ
先　

役
場
経
済
課　

　

☎
２―

３
１
１
４

▼
日
時　

11
月
20
日
（
日
）

萩
総
ま
つ
り
を
開
催

まちの笑顔(^o^)

１０／２国体会場で子ども
達に大人気のちょるる

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時

▼
と
こ
ろ　

萩
総
合
支
援
学
校

▼
内
容　

児
童

・
生
徒
の
ス

テ
ー
ジ
発
表
、

作
品
展
示
、

育
友
会
バ
ザ

ー
、
食
堂
、

喫
茶
等

▼
主
催
・
問
い
合
わ
せ
先

　

萩
総
ま
つ
り
広
報
部

　

☎
０
８
３
８―

25―

７
２
８
０　

　

担
当　

宮
本
・
三
好

中
小
企
業
勤
労
者
の
共
済
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働
い

て
い
る
未
組
織
の
勤
労
者
の
福
祉
向

上
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
死
亡
・

障
害
・
入
院
・
住
宅
災
害
な
ど
不
測

の
事
態
に
対
し
て
セ
ッ
ト
で
保
障
し
、

さ
ら
に
結
婚
、
出
産
、
銀
婚
、
小
・

中
・
高
校
入
学
祝
い
も
給
付
し
ま
す
。

▼
１
カ
月
の
掛
け
金
（
１
人
分
）

　

４
５
０
円
〜
２
０
０
０
円

県内に住所又は勤務
先がある中小企業の
勤労者で契約発効日
の前日まで健康な方
（事業所加入される
場合は事業主も加入
できます）
１型～４型に加入し
ている本人、配偶者
及び子供

満15歳以上

満65歳未満
満15歳以上満50歳未満
（満55歳になるまで継
続加入できます。）
満65歳以上満71歳未満

０歳以上満65歳未満
子供は満25歳未満

450円
900円
1,500円

2,000円

450円

500円

240万円
480万円
720万円

1,000万円

100万円

200万円

１　型
２　型
３　型

４　型

高齢者型

ファミ
　リー型

型　種 対　象　者 加 入 年 齢 月掛金
（１人）

80万円
160万円
260万円

350万円

20万円

100万円

疾病等
死亡

交通事故死亡
の給付金額
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阿武町の人口と世帯数 （9月末）

※（　）内数字は対前月比

地区別 人　口 世帯数 移動内訳

奈　古

福　賀

宇田郷

合　計

2,448（－ 5 ）

　717（－ 1 ）

　684（ 2 ）

3,849（－ 4 ）

1,080（ 1 ）

　317（ 0 ）

　331（ 4 ）

1,728（ 5 ）

転入　 9

転出　 7

出生　 0

死亡　 6

９月の交通事故

（　）内数字は前年件数 

区　分 物損
事故

122
（121）
5
（8）

16
（32）
0
（0）

0
（0）
0
（0）

0
（0）

14
（24）

負傷者死者

人　身　事　故

件数
萩警察署管内で
起こった事故
うち阿武町内で
起こった事故

女
と
男
の
一
行
詩

認
め
合
う
心
と
心
が
育
て
る
社
会

ひ
と

ひ
と

［材料４人分］春菊２００ｇ、うす口しょう
ゆ少々、豚ばら肉１２０ｇ、油あげ１枚、（だ
し２４０ｍｌ、うす口しょうゆ、みりん各大さ
じ２、さとう大さじ１）卵２コ
［作り方］
①春菊は、ゆでて下味をつけ、食べやす
い大きさに切る。
②豚肉は、一口大に切ってサッと湯通し
する。
③油揚げは縦半分に切って、細めの短冊
切りにする。
④調味料を合わせて煮る。その中へ春菊、
豚肉、油あげを入れる。煮立ったら中
火にして卵を回しかける。
〈ワンポイントアドバイス〉
　卵が固くならないように、煮すぎない
方が、おいしいと思います。

春菊と豚ばら肉の玉子とじ

わ
たし
の食改料理

手早
くで
きる！！ 簡単夕食メニュー

宇田地

山本裕美子さん

月 日 曜 行　　　事　　　予　　　定
10／21～11／23

10
月

11
月

●問い合わせ先
ハローワーク萩・萩公共職業安定所　☎0838－22－0714

町内の求人情報 10月7日現在

求人数 年齢 賃　　金 業　　種

（すでに決定済みとなっている場合があります。その際にはご了承ください。）

会　社　名
２人
２人
１人
２人

不問
６４歳以下
４０歳以下
不問

150,000～250,000円
200,000～300,000円
140,000～160,000円
時給720円

マッサージ師
土木施工技師・現場管理
工場内作業員
惣菜製造販売員

山口ケア－マッサージ
小田建設(株)
㈱リング

サンマート奈古店

10月分

21

22
23
25

26

27

28

30

2

3
6

8

9

10

11

12
14
15

16

18
19
23

金

土
日
火

水

木

金

日

水

木
日

火

水

木

金

土
月
火

水

金
土
水

いもほり・ひよこクラブ　9:30【みどり保育園（本園）】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:00【福賀小グラウンド】
おいでませ！山口大会開会式身障協観覧　8:50【維新百年記念公園】
奈古地区町民運動会　8:30【阿武小中グラウンド】
阿武町ルーラルフェスタ実行委員会（2回目）19:00【のうそんセンター】
奈古文化展運営委員会　9:30【町民センター】
町老連グラウンドゴルフ大会　9:30【道の駅芝生広場】
阿武町地域福祉運営協議会　13:30【町民センター】
阿武町農業委員会研修会及び総会　14:00【町民センター】
奈古メンズキッチン10月講座　9:00【町民センター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
山口県共進会　9:30【中央家畜市場】
いもほり　11:00【みどり保育園（分園）】
育成会親子社会見学　8:30【岩国市】
阿武町総合防災訓練　9:00【奈古地区】
鳴き砂復活隊・清ヶ浜清掃ボランティア　9:00【清ヶ浜】
福賀の保健室　9:00【のうそんセンター】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
福賀地区ストレッチ楽集会　10:00【のうそんセンター】
宇田郷ふれあい祭り　10:00【ふれあいセンター】
福賀大農業まつり【福賀小中グラウンド】
富士通コンコードジャズフェスティバル　19:00【町民センター】
すくすく相談（乳児相談）10:30【母子健康センター】
太極拳教室　14:00【町民センター】
防火パレード　9:30【町内各地区】
ニュースポーツ体験教室（タグラグビー教室）15:00【体育センター】
宇田郷のびのびストレッチ楽集会　9:30【ふれあいセンター】
宇田郷の保健室　9:30【ふれあいセンター】
デイケア「青空会」9:30【町民センター】
阿武町民生委員児童委員協議会定例会　8:30【町民センター】
奈古の保健室　9:30【母子健康センター】
福賀月例ボウリング大会　19:30【萩ユーズボウル】
ルーラルフェスタ（～13日）【福の里直売所】
健康教室「さくら会」9:00【町民センター】
心配事相談　8:45【生活相談】
奈古ストレッチ学習会　9:30【町民センター】
奈古寿齢大学11月講座　9:30【町民センター】
福賀月例グラウンドゴルフ大会　19:00【福賀小グラウンド】
森林だくさん祭　10:00【森の館】
山口県豊魚祭（さん３ふるさと祭り）9:30【奈古漁港】

★必ずチェック最低賃金！使用者も労働者も
　山口県最低賃金：１時間　684円
　効力の発生日：平成23年10月6日
　パート・アルバイト等すべての労働者に、
最低賃金以上の賃金を支払わなければなりま
せん。
●詳しくは　厚生労働省山口労働局賃金室
　☎０８３－９９５－０３７２

山口県最低賃金が改正されました

　山口労働局では、事業場内で最も低い賃金
額を計画的に８００円以上に引上げる計画を策
定し、１年当たり４０円以上となる引上げを実
施した中小企業に対して、助成金を支給しま
す。（上限額１００万円）
●業務改善助成金に関するお問い合わせ先
　山口労働局労働基準部賃金室まで
　☎０８３－９９５－０３７２

業務改善助成金のお知らせ
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台
風
の
外
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て
豊
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福
の
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た
ふ
た
と
寄
る
な
さ
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な
放
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秋
灯
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今
も
心
に
大
志
あ
り

仕
事
終
へ
一
汗
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蔭
入
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秋
の
海
島
の
風
景
カ
メ
ラ
マ
ン

ソ
ー
ダ
水
最
後
の
音
を
飲
み
干
せ
り

運
動
会
駆
け
る
爪
先
地
の
鼓
動

団
栗
の
銘
々
勝
手
と
落
ち
に
け
り

落
鮎
の
こ
ろ
に
集
い
し
句
友
会

曇
っ
た
り
降
っ
た
り
孫
の
運
動
会

秋
暑
し
栄
養
剤
の
封
を
切
り

飾
ら
ず
に
媚
び
ず
に
生
き
て
草
の
花

料
理
本
開
き
し
ま
ん
ま
秋
暑
し

満
月
や
池
に
孕
の
鯉
し
ず
か

朝
顔
の
色
か
さ
な
り
て
窓
に
映
ゆ

血
縁
の
薄
れ
行
く
里
葛
の
花

名
月
の
天
窓
に
あ
り
喜
寿
の
母

秋
燕
乳
の
匂
い
の
初
着
干
す

ど
こ
行
く
も
縞
の
袋
と
残
暑
か
な

一
人
者
ら
し
く
大
根
蒔
き
ま
し
た

田
中　

文
笠（
森
見
藤
）

小
野　

一
雄（
下　

郷
）

高
橋
作
之
助（
浜
の
１
）

水
津　

英
水（
木　

与
）

田
中　

か
め（
西
の
３
）

佐
々
岡
美
保（
中　

村
）

原　
　

清
穂（
伊　

豆
）

柳
井　

惠
子（
平　

原
）

林　
　

弘
子（
浜
の
１
）

橋
本
多
華
子（
宇
田
浦
）

斎
藤　

孝
子（
宇
田
浦
）

大
倉　

淑
子（
上　

万
）

梅
地　

眞
代（
東　

方
）

池
田　

幸
枝（
大　

里
）

中
村　

良
江（　

市　

）

米
原　

泉
女（
筒　

尾
）

出
羽
法
泉
子（
浜
の
１
）

河
原　

慶
子（
上　

郷
）

水
津　

紅
魚（
浜
の
３
）

田
中　

弥
生（
木　

与
）

◆問い合わせ先　あぶフォト倶楽部事務局

　役場総務課　企画広報係　☎2ー3111

作品は道の駅発祥交流館ギャラリーに展示中

９月の優秀作品

ごっそーごっそー
旬旬旬旬のののの む か ご

（零余子）

　今月の旬のごっそーは「むかご」を紹介します。

むかごというのは、山芋や長芋の葉の付け根にでき

る小指の頭くらいの大きさの、小さなイモのこと

です。

　むかごの食べ方を二つ紹介しましょう。一つはた

っぷりの熱湯に入れて塩ゆでにして、ゆであがった

ら塩を振りかけてビールのおつまみにします。揚げ

ても美味しいです。

　もう一つはむかご飯。お米を研いだら水に３０分

ほど浸けて水切りをします。水洗いしたむかごを入

れて分量の水を入れ、塩または醤油で薄味を付け、

昆布を入れて炊きます。ほどよく蒸らしたら昆布を

取り出し、茶碗に盛り、ごまを振りかけてでき上がり。

　むかごの「旬」は秋で、秋の季語にもなっていま

す。ぜひ道の駅物産直売所でむかごを買って秋の味

覚をお楽しみください。

◆問い合わせ先

　道の駅阿武町物産直売所   ☎０８３８８－２－２８２８

テーマ「自由」　タイトル 「秋の色」　
　　　　　　　　梅地幸穂（東方） 
●コメント：秋本番、花いっぱいの宇生賀の里は、
いま収穫のとき。コンバインはフル回転です。

テーマ「９月」　タイトル「夕焼けに染まる」
　　　　　　　　兼原美枝（浜の３・４）
●コメント：海の見える阿武町で感動するような夕
景を以前から撮りたいと思っていました。

道の駅「阿武町」
新谷宏志さん

へ
ひ
り
む
し

は
ら
み
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